
(57)【要約】

【課題】船舶の走行による水力を利用して発電した電気

を船舶の駆動源とするバッテリー式駆動船舶を提供する

。

【解決手段】船舶の船体１０には、船首から船尾にかけ

て１本または複数本の導水管１１が配設されている。船

が走行すると、水が船首に設けられた孔から導水管１１

に導入される。その導水管１１に導入された水は船尾ま

で流れて、船尾から排水される。そして、この導水管１

１に流れる水で、船尾に設けられた水車１２を回す。そ

の水車１２の回転により、機械エネルギーを発生するこ

とができる。また、ダイナモを使用すれば、上記機械エ

ネルギーを電気エネルギーに変換することができる。さ

らに、その変換された電気エネルギーを、バッテリーに

蓄えることができる。そして、バッテリーに蓄えた電気

エネルギーを、船舶を駆動させる駆動源として使用する

ことができる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 バ ッ テ リ ー に 蓄 え ら れ た 電 気 エ ネ ル ギ ー で 船 舶 を 駆 動 す る バ ッ テ リ ー 駆 動 式 船 舶 で あ っ
て 、
　 船 首 か ら 船 尾 に か け て 配 設 さ れ た １ 本 ま た は 複 数 本 の 導 水 管 と 、
　 船 尾 側 に 設 け ら れ 、 上 記 導 水 管 か ら 導 水 さ れ た 水 の 当 接 に よ り 機 械 エ ネ ル ギ ー を 生 成 す
る 水 車 と 、
　 上 記 機 械 エ ネ ル ギ ー を 電 気 エ ネ ル ギ ー に 変 換 し 、 こ の 電 気 エ ネ ル ギ ー を 上 記 バ ッ テ リ ー
に 蓄 え る ダ イ ナ モ と を 備 え た バ ッ テ リ ー 駆 動 式 船 舶 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 導 水 管 は 、 船 尾 側 が 船 首 側 よ り 船 体 の 下 方 位 置 に 設 け ら れ た 請 求 項 １ に 記 載 の バ ッ
テ リ ー 駆 動 式 船 舶 。
【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 導 水 管 は 、 船 首 側 か ら 船 尾 側 に 向 か っ て 先 細 り に 形 成 さ れ た 請 求 項 １ ま た は 請 求 項
２ に 記 載 の バ ッ テ リ ー 駆 動 式 船 舶 。
【 請 求 項 ４ 】
　 上 記 船 体 の 船 首 側 に は 、 上 記 導 水 管 に 水 を 導 く 孔 が 船 体 の 垂 直 方 向 に 複 数 個 配 設 さ れ た
請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の う ち い ず れ か １ 項 に バ ッ テ リ ー 駆 動 式 船 舶 。
【 請 求 項 ５ 】
　 上 記 バ ッ テ リ ー に は 、 風 力 発 電 機 で 発 電 さ れ た 電 気 エ ネ ル ギ ー お よ び 太 陽 電 池 パ ネ ル で
受 光 し て 得 ら れ た 電 気 エ ネ ル ギ ー の 少 な く と も い ず れ か が 蓄 え ら れ る 請 求 項 １ か ら 請 求 項
４ の う ち い ず れ か １ 項 に 記 載 の バ ッ テ リ ー 駆 動 式 船 舶 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は バ ッ テ リ ー 式 駆 動 船 舶 、 詳 し く は 電 動 で 船 舶 を 駆 動 す る 電 動 式 の 船 舶 駆 動 の
技 術 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 に 、 船 舶 を 駆 動 す る の に 、 そ の 駆 動 源 と し て 船 外 機 を 使 用 し て い る 。 そ の 船 外 機 は
、 ガ ソ リ ン を 使 用 し た 内 燃 機 関 、 す な わ ち 、 ガ ソ リ ン エ ン ジ ン を 搭 載 し て い る 。 ガ ソ リ ン
は 、 そ の 価 格 の 変 動 が 激 し く 、 ま た 急 に 高 騰 す る 場 合 も 生 じ る 。 こ れ に よ り 、 船 舶 を 駆 動
す る 燃 料 費 が 高 騰 し て し ま う 。 ま た 、 船 外 機 に 備 え た ガ ソ リ ン エ ン ジ ン か ら 二 酸 化 炭 素 が
排 出 さ れ 、 こ の 排 出 量 が 大 き い と 、 環 境 問 題 に 影 響 を 及 ぼ し て し ま う 。
　 そ こ で 、 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に 記 載 の よ う に 、 動 力 源 に 電 動 モ ー タ を 備 え た 船 外 機 が 考
案 さ れ て い る 。 こ の 電 動 モ ー タ は 、 Ｄ Ｃ １ ２ Ｖ で ス ク リ ュ ー を 回 転 さ せ 、 船 舶 を 駆 動 さ せ
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 昭 ５ ９ － ４ ５ ２ ９ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 電 動 モ ー タ 式 の 船 外 機 を 使 用 し て も 、 始 動 時 に は バ ッ テ リ ー （ 鉛 蓄 電 池 ） が 必
要 で あ る 。 ま た 、 上 記 バ ッ テ リ ー は 時 間 が 経 つ と 消 耗 す る 消 耗 品 で あ る 。 こ れ に よ り 、 バ
ッ テ リ ー を 消 耗 し た と き は 、 別 の バ ッ テ リ ー を 準 備 し て 交 換 す る 手 間 が 生 じ て し ま う 。
　 し か も 、 船 で 海 上 を 走 行 す る 場 合 、 自 動 車 と 異 な り 、 海 上 に は 給 油 設 備 ま た は 充 電 設 備
を 備 え て い な い 。 し た が っ て 、 海 上 に お い て 、 上 記 バ ッ テ リ ー が 消 耗 し た 場 合 に お い て 、
別 の バ ッ テ リ ー を 交 換 す る 手 段 が な い 。
　 ま た 、 船 舶 の 駆 動 能 力 を 高 め る 場 合 、 電 動 モ ー タ が 大 型 化 す れ ば 、 そ の 消 費 電 力 も 大 き
く な っ て し ま う 。 こ の た め 、 航 続 距 離 を 伸 ば す た め に は 容 量 の 大 き な 大 型 の バ ッ テ リ ー を
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搭 載 し た り 、 予 備 の バ ッ テ リ ー を 搭 載 し た り す る 必 要 が あ る 。 し か し 、 重 量 が 嵩 み 、 余 分
な ス ペ ー ス が 必 要 に な り 、 特 に 小 型 の 船 舶 に と っ て は 好 ま し く な い 。
　 し た が っ て 、 従 来 の バ ッ テ リ ー （ 鉛 蓄 電 池 ） を 必 要 と せ ず 、 船 舶 に お い て そ の 船 舶 の 駆
動 源 と な る 電 源 が あ れ ば 、 上 記 問 題 を 解 決 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 、 本 願 発 明 者 は 、 鋭 意 努 力 し た 結 果 、 走 行 時 、 船 首 か ら 船 尾 に か け て 配 設 さ れ た
導 水 管 に 水 を 導 き 、 導 い た 水 で 水 車 ラ ン ナ ー を 回 し て ダ イ ナ モ で 電 気 エ ネ ル ギ ー を 発 生 さ
せ 、 そ の 電 気 エ ネ ル ギ ー を 船 舶 の 駆 動 源 に で き る こ と を 知 見 し 、 こ の 発 明 を 完 成 さ せ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 発 明 は 、 そ の 船 舶 の 走 行 に よ る 水 力 を 利 用 し て 発 電 し た 電 気 エ ネ ル ギ ー を 船 舶 の 駆
動 源 と す る バ ッ テ リ ー 式 駆 動 船 舶 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
　 ま た 、 こ の 発 明 は 、 そ の 船 舶 を 走 行 さ せ る の に 、 従 来 の バ ッ テ リ ー （ 鉛 蓄 電 池 ） を 必 要
と し な い バ ッ テ リ ー 式 駆 動 船 舶 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
　 さ ら に 、 こ の 発 明 は 、 船 体 に お い て 効 率 を 高 め て 発 電 を 行 う バ ッ テ リ ー 式 駆 動 船 舶 を 提
供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 バ ッ テ リ ー に 蓄 え ら れ た 電 気 エ ネ ル ギ ー で 船 舶 を 駆 動 す る バ
ッ テ リ ー 駆 動 式 船 舶 で あ っ て 、 船 首 か ら 船 尾 に か け て 配 設 さ れ た １ 本 ま た は 複 数 本 の 導 水
管 と 、 船 尾 側 に 設 け ら れ 、 上 記 導 水 管 か ら 導 水 さ れ た 水 の 当 接 に よ り 機 械 エ ネ ル ギ ー を 生
成 す る 水 車 と 、 上 記 機 械 エ ネ ル ギ ー を 電 気 エ ネ ル ギ ー に 変 換 し 、 こ の 電 気 エ ネ ル ギ ー を 上
記 バ ッ テ リ ー に 蓄 え る ダ イ ナ モ と を 備 え た バ ッ テ リ ー 駆 動 式 船 舶 で あ る 。
　 船 舶 の 種 類 は 限 定 さ れ ず 、 例 え ば 、 ク ル ー ザ 、 漁 船 、 ボ ー ト 、 客 船 で も よ い 。
　 船 舶 の 船 体 に 設 け ら れ る 導 水 管 の 本 数 は 限 定 さ れ な い 。 ま た 、 そ の 導 水 管 の 径 の 大 き さ
も 限 定 さ れ な い 。 導 水 管 の 長 さ も 限 定 さ れ な い 。
　 ま た 、 導 水 管 は 、 船 首 か ら 船 尾 に か け て 、 船 体 の 中 央 に １ 本 の み を 配 設 し て も よ い 。 ま
た は 、 船 首 の 両 側 部 か ら 水 が 導 入 さ れ る ２ 本 の 導 水 管 を 配 設 し て も よ い 。
　 船 首 側 に 設 け ら れ る 導 水 管 の 孔 の 位 置 も 限 定 さ れ な い 。 ま た 、 そ の 孔 の 個 数 も 限 定 さ れ
な い 。
　 水 車 の 形 式 は 限 定 さ れ な い 。 ペ ル ト ン 水 車 （ 衝 動 水 車 ） 、 フ ラ ン シ ス 水 車 （ 反 動 水 車 ）
で も よ い 。
　 水 車 の 大 き さ は 限 定 さ れ な い 。 水 車 ラ ン ナ ー （ 羽 根 車 ） に 設 け ら れ る 羽 板 の 数 も 限 定 さ
れ な い 。 水 圧 を 受 け る 羽 板 の 面 積 も 限 定 さ れ な い 。
　 上 記 水 車 は 、 複 数 本 の 導 水 管 毎 に 設 け て も よ い し 、 １ 個 で も よ い 。
　 上 記 ダ イ ナ モ （ 発 電 機 ） か ら 発 電 さ れ る 電 気 エ ネ ル ギ ー の 発 電 量 は 限 定 さ れ な い 。 発 電
し た 電 気 エ ネ ル ギ ー は 、 コ ン バ ー タ な ど を 使 用 し て 直 流 ま た は 交 流 に し て も よ い 。
　 電 気 エ ネ ル ギ ー を 蓄 え る バ ッ テ リ ー の 蓄 電 容 量 も 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 船 舶 に は 、 船 首 か ら 船 尾 に か け て １ 本 ま た は 複 数 本 の
導 水 管 が 配 設 さ れ て い る 。 船 が 走 行 す る と 、 水 が 船 首 に 設 け ら れ た 孔 か ら 導 水 管 に 導 入 さ
れ る 。 そ の 導 水 管 に 導 入 さ れ た 水 は 船 尾 ま で 流 れ て 、 船 尾 か ら 排 出 さ れ る 。 そ し て 、 こ の
導 水 管 に 流 れ る 水 で 、 船 尾 に 設 け ら れ た 水 車 の 水 車 ラ ン ナ ー （ 羽 根 車 ） を 回 す 。 こ れ に よ
り 、 水 車 ラ ン ナ ー の 回 転 に よ る 機 械 エ ネ ル ギ ー を 発 生 す る こ と が で き る 。 ま た 、 ダ イ ナ モ
（ 発 電 機 ） を 使 用 す れ ば 、 上 記 機 械 エ ネ ル ギ ー を 電 気 エ ネ ル ギ ー に 変 換 す る こ と が で き る
。 さ ら に 、 そ の 変 換 さ れ た 電 気 エ ネ ル ギ ー を 、 バ ッ テ リ ー に 蓄 え る こ と が で き る 。
　 そ し て 、 バ ッ テ リ ー に 蓄 え た 電 気 エ ネ ル ギ ー を 、 船 舶 を 駆 動 さ せ る 駆 動 源 と し て 使 用 す
る こ と が で き る 。 例 え ば 、 バ ッ テ リ ー に 蓄 え た 電 気 エ ネ ル ギ ー を 使 用 し て 、 電 動 モ ー タ を
備 え た 船 外 機 な ど を 動 か す 駆 動 源 と し て 使 用 す る こ と が で き る 。 ま た 、 従 来 の バ ッ テ リ ー
（ 鉛 蓄 電 器 ） の 代 わ り に 、 そ の 電 源 を 使 用 し て ガ ソ リ ン エ ン ジ ン を 搭 載 し た 船 外 機 の 始 動
時 な ど の 電 源 と し て 使 用 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 上 記 導 水 管 は 、 船 尾 側 が 船 首 側 よ り 船 体 の 下 方 位 置 に 設 け ら
れ た 請 求 項 １ に 記 載 の バ ッ テ リ ー 駆 動 式 船 舶 で あ る 。
　 そ の 導 水 管 の 船 首 側 か ら 船 尾 ま で の 勾 配 は 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 上 記 導 水 管 は 、 船 首 側 よ り 船 尾 側 が 船 体 の 下 方 に 設 け
ら れ て い る 。 こ れ に よ り 、 船 首 か ら 船 尾 に か け て 導 水 管 の 水 の 流 れ を よ く す る こ と が で き
る 。 そ し て 、 船 尾 に 設 け ら れ た 水 車 の 水 車 ラ ン ナ ー を 効 率 よ く 回 転 さ せ 、 ダ イ ナ モ の 発 電
量 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 上 記 導 水 管 は 、 船 首 側 か ら 船 尾 側 に 向 か っ て 先 細 り に 形 成 さ
れ た 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の バ ッ テ リ ー 駆 動 式 船 舶 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 上 記 導 水 管 は 、 そ の 径 が 船 首 側 か ら 船 尾 側 が 小 さ く 形
成 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 船 首 か ら 船 尾 に か け て 、 導 水 管 の 水 を 速 や か に 流 す こ と が で
き る 。 そ し て 、 船 尾 に 設 け ら れ た 水 車 の 水 車 ラ ン ナ ー を 効 率 よ く 回 転 さ せ 、 ダ イ ナ モ の 発
電 量 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 は 、 上 記 船 体 の 船 首 側 に は 、 上 記 導 水 管 に 水 を 導 く 孔 が 船 体 の 垂
直 方 向 に 複 数 個 配 設 さ れ た 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の う ち い ず れ か １ 項 に バ ッ テ リ ー 駆 動 式
船 舶 で あ る 。
　 上 記 導 水 管 に 水 を 導 く 孔 の 個 数 は 限 定 さ れ な い 。 ま た 、 そ の 大 き さ は 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 船 の 速 度 が 増 す に つ れ 、 船 首 に 受 け る 風 に よ っ て 、 船
体 の 船 首 側 が 持 ち 上 げ ら れ る 。 こ れ に よ り 、 船 首 側 か ら 水 を 導 入 し に く い 状 態 が 生 じ る お
そ れ が あ る 。 そ こ で 、 船 首 側 が 持 ち 上 げ ら れ て も 、 船 首 に は 、 垂 直 方 向 に 複 数 個 の 孔 が 設
け ら れ て い る 。 こ れ に よ り 、 速 度 が 増 し 、 船 首 が 上 方 に 持 ち 上 げ ら れ て も 、 船 体 の 底 部 に
近 い 孔 か ら 水 を 導 水 管 に 導 き や す い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 は 、 上 記 バ ッ テ リ ー に は 、 風 力 発 電 機 で 発 電 さ れ た 電 気 エ ネ ル ギ
ー お よ び 太 陽 電 池 パ ネ ル で 受 光 し て 得 ら れ た 電 気 エ ネ ル ギ ー の 少 な く と も い ず れ か が 蓄 え
ら れ る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ４ の う ち い ず れ か １ 項 に 記 載 の バ ッ テ リ ー 駆 動 式 船 舶 で あ る 。
　 風 力 発 電 の 発 電 量 は 限 定 さ れ な い 。 ま た 、 太 陽 光 発 電 機 の 発 電 量 は 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 通 常 の 走 行 時 に は 、 バ ッ テ リ ー に は 水 車 の 水 車 ラ ン ナ
ー の 回 転 に よ る 発 電 が 可 能 で あ る 。 ま た 、 通 常 走 行 時 、 風 力 に よ り プ ロ ペ ラ を 回 し 、 こ れ
に よ り 得 ら れ た 電 気 エ ネ ル ギ ー を 上 記 バ ッ テ リ ー に 蓄 え る こ と も で き る 。
　 し か し 、 始 動 時 ま た は ト ロ ー リ ン グ （ 流 し 釣 り ） 時 に は 、 水 車 ラ ン ナ ー か ら の 発 電 が 期
待 で き な い 。 そ こ で 、 始 動 時 ま た は ト ロ ー リ ン グ 時 に は 、 太 陽 電 池 パ ネ ル で 得 ら れ た 電 気
エ ネ ル ギ ー を 使 用 し て 、 電 動 モ ー タ や 船 外 機 を 始 動 す る こ と も で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の 発 明 に よ れ ば 、 船 舶 に は 、 船 首 か ら 船 尾 に か け て １ 本 ま た は 複 数 本 の 導 水 管 が 配 設
さ れ て い る 。 船 の 走 行 時 、 水 が 船 首 に 設 け ら れ た 孔 か ら 導 水 管 に 導 入 さ れ る 。 そ し て 、 そ
の 導 水 管 に 導 入 さ れ た 水 は 船 尾 ま で 流 れ て 、 船 体 か ら 排 出 さ れ る 。 こ の 導 水 管 に 流 れ る 水
に よ り 、 船 尾 に 設 け ら れ た 水 車 の 水 車 ラ ン ナ ー を 回 す こ と が で き る 。 そ し て 、 水 車 ラ ン ナ
ー を 回 す こ と に よ り 、 水 車 ラ ン ナ ー の 回 転 に よ る 機 械 エ ネ ル ギ ー を 発 生 す る こ と が で き る
。 ま た 、 ダ イ ナ モ を 使 用 し て 、 機 械 エ ネ ル ギ ー を 電 気 エ ネ ル ギ ー に 変 換 す る こ と が で き る
。 さ ら に 、 そ の 変 換 さ れ た 電 気 エ ネ ル ギ ー を 、 バ ッ テ リ ー に 蓄 え る こ と が で き る 。
　 そ し て 、 バ ッ テ リ ー に 蓄 え た 電 気 エ ネ ル ギ ー は 、 船 を 駆 動 さ せ る 動 力 限 と し て 使 用 す る
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こ と が で き る 。 例 え ば 、 バ ッ テ リ ー に 蓄 え た エ ネ ル ギ ー を 使 用 し て 、 船 舶 を 動 か す 電 動 モ
ー タ を 備 え た 船 外 機 を 動 か す 駆 動 源 と し て 使 用 す る こ と が で き る 。 ま た 、 従 来 の バ ッ テ リ
ー の 代 わ り に 、 そ の 電 源 を 使 用 し て ガ ソ リ ン エ ン ジ ン を 搭 載 し た 船 外 機 の 始 動 時 な ど の 電
源 と し て 使 用 す る こ と が で き る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 下 、 こ の 発 明 の 第 １ の 実 施 例 を 図 １ ～ 図 ６ を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 本 実 施 例 で は 、 フ ィ ッ シ ン グ ボ ー ト を 使 用 し た バ ッ テ リ ー 式 駆 動 船 舶 に つ い て 説 明 す る
。
　 図 １ ～ 図 ３ に 示 す よ う に 、 フ ィ ッ シ ン グ ボ ー ト に は 、 水 を 船 首 か ら 導 き 、 そ の 水 を 船 尾
か ら 排 水 す る 導 水 管 １ １ が 設 け ら れ て い る 。 導 水 管 １ １ は 、 剛 性 で か つ 対 錆 性 を 有 す る 素
材 で 形 成 さ れ て い る 。 例 え ば 、 プ ラ ス チ ッ ク （ 塩 化 ビ ニ ル な ど の 合 成 樹 脂 ） で 形 成 さ れ て
い る 。
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 船 体 １ ０ の 船 首 側 の 中 央 部 に は 、 １ 本 の 導 水 管 １ １ が 船 首 か ら 船 尾
に か け て 配 設 さ れ て い る 。 ま た 、 船 首 側 の 両 側 面 か ら ２ 本 の 導 水 管 １ １ が 船 首 か ら 船 尾 に
か け て 配 設 さ れ て い る 。 船 首 側 の ３ 本 の 導 水 管 １ １ は 、 そ の 途 中 で ま と ま り １ 本 の 導 水 管
１ １ と な る 。 そ し て 、 １ 本 に な っ た 導 水 管 １ １ は 、 水 車 ラ ン ナ ー １ ２ を 介 し て 、 船 尾 の 排
水 孔 ま で 配 設 さ れ る 。
　 ま た 、 導 水 管 １ １ は 、 船 首 側 よ り 船 尾 側 が 船 体 １ ０ の 低 い 位 置 に 存 在 す る よ う に 配 設 さ
れ て い る 。 す な わ ち 、 導 水 管 １ １ は 、 船 首 か ら 船 尾 ま で 所 定 勾 配 を 有 し て 配 設 さ れ る 。
　 さ ら に 、 導 水 管 １ １ の 径 は 、 船 首 側 よ り 船 尾 側 が 小 さ く 形 成 さ れ て い る 。 そ の 径 は 、 例
え ば 、 船 首 側 が 略 １ ０ ０ ｍ ｍ の 大 き さ で 、 船 尾 側 が 略 ６ ０ ｍ ｍ の 大 き さ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 次 に 、 水 車 に つ い て 説 明 す る 。 船 体 １ ０ の 船 尾 の 底 部 に は 、 水 車 が 配 設 さ れ て い る 。 そ
の 水 車 の 形 式 は 、 例 え ば 、 ペ ル ト ン 水 車 が 使 用 さ れ る 。 そ の 水 車 の 水 車 ラ ン ナ ー １ ２ （ 羽
根 車 ） は 、 そ の 周 方 向 に 所 定 間 隔 を 有 し て 複 数 個 の 水 か き 用 の 羽 板 を 備 え て い る 。 そ の 水
車 の 大 き さ は 、 船 舶 の 船 体 １ ０ の 大 き さ に よ っ て 決 定 さ れ る 。 ま た 、 羽 板 の 数 は 、 船 舶 に
大 き さ に よ っ て 決 定 さ れ る 。 ま た 、 水 圧 を 受 け る 羽 板 の 面 積 も 船 舶 の 大 き さ に よ っ て 決 定
さ れ る 。 こ れ ら の 羽 板 お よ び 面 積 に よ り 、 回 転 数 が 決 定 さ れ る 。
　 水 車 ラ ン ナ ー １ ２ は 、 略 箱 形 状 の 水 槽 ２ ４ の な か に 配 設 さ れ る 。 そ の 水 槽 ２ ４ の 船 首 側
の 側 面 に は 、 船 首 か ら の 導 水 管 １ １ が 連 結 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 水 車 ラ ン ナ ー １ ２ は 、
水 槽 ２ ４ の な か で 、 船 首 か ら 導 水 管 を 流 れ た 水 が そ の 羽 板 を 当 接 す る よ う に 配 設 さ れ て い
る 。
　 水 槽 ２ ４ の 船 尾 側 の 側 面 側 に は 、 水 車 ラ ン ナ ー を 当 接 し た 後 の 水 が 流 れ る よ う に 、 排 水
口 ２ ５ が 設 け ら れ る 。 そ し て 、 そ の 排 水 口 ２ ５ か ら 船 尾 の 排 水 孔 １ ６ ま で 導 水 管 １ １ が 設
け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 次 に 、 ダ イ ナ モ １ ３ に つ い て 説 明 す る 。 船 体 １ ０ の 船 尾 側 に は 、 上 記 水 車 ラ ン ナ ー １ ２
の 回 転 軸 と 連 結 さ れ 、 そ の 水 車 ラ ン ナ ー １ ２ の 回 転 を 電 気 エ ネ ル ギ ー に 変 換 す る ダ イ ナ モ
１ ３ が 配 設 さ れ て い る 。 そ の ダ イ ナ モ は 、 上 記 水 車 ラ ン ナ ー の 回 転 に 伴 い 、 所 定 電 圧 、 所
定 電 力 の 電 気 エ ネ ル ギ ー に 変 換 し て 発 電 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 船 体 １ ０ に は 、 上 記 水 車 と は 別 に 、 風 力 発 電 機 お よ び 太 陽 電 池 パ ネ
ル ２ ２ が 設 け ら れ る 。 船 体 の 船 室 （ キ ャ ビ ン ） の 屋 根 に は 、 風 力 発 電 機 用 の プ ロ ペ ラ ２ １
が 配 設 さ れ る 。 そ し て 、 風 力 で 回 転 す る プ ロ ペ ラ ２ １ の 機 械 エ ネ ル ギ ー を 電 気 エ ネ ル ギ ー
に 変 換 す る 第 ２ の ダ イ ナ モ ２ ３ が 設 け ら れ る 。
　 ま た 、 船 室 の 屋 根 に は 太 陽 電 池 パ ネ ル ２ ２ が 配 設 さ れ て い る 。 な お 、 太 陽 電 池 パ ネ ル ２
２ は 、 船 室 の 屋 根 の 限 定 さ れ ず 、 太 陽 光 を 受 け や す い 場 所 に 設 置 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 そ し て 、 船 体 １ ０ に は 、 上 記 ダ イ ナ モ １ ３ で 発 電 し た 電 気 エ ネ ル ギ ー を 蓄 え る バ ッ テ リ
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ー １ ４ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 こ の バ ッ テ リ ー １ ４ は 、 上 記 風 力 発 電 用 の プ ロ ペ ラ ２ １
の 回 転 に よ り 得 ら れ た 電 気 エ ネ ル ギ ー を 蓄 え る こ と も で き る 。 さ ら に 、 上 記 太 陽 電 池 パ ネ
ル ２ ２ で 受 光 し て 得 ら れ た 電 気 エ ネ ル ギ ー を 蓄 え る こ と も で き る 。 水 力 、 風 力 ま た は 太 陽
光 の 切 り 換 え は 、 図 示 し な い ス イ ッ チ 回 路 に よ り 行 っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 次 に 、 本 願 発 明 に 係 る 船 舶 の バ ッ テ リ ー 駆 動 法 に つ い て 説 明 す る 。
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 船 が 走 行 す る と 、 水 は 船 首 に 設 け ら れ た 導 水 孔 １ ５ か ら 導 水 管 １ １
に 導 入 さ れ る 。 そ の 導 水 管 １ １ に 導 入 さ れ た 水 は 船 尾 ま で 流 れ 、 船 尾 に 設 け ら れ た 排 水 孔
１ ６ か ら 船 体 １ ０ の 外 に 排 出 さ れ る 。
　 船 体 １ ０ の 両 側 面 の 導 水 孔 １ ５ の 周 囲 に は 、 半 円 球 状 の 板 １ ８ が そ れ ぞ れ 設 け ら れ て い
る 。 こ の 半 円 形 状 の 板 １ ８ に よ り 、 走 行 時 の 潮 の 流 れ か ら 生 じ る 水 を 導 水 孔 １ ５ に 導 き や
す く な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 上 記 導 水 管 １ １ は 、 船 首 側 よ り 船 尾 側 が 船 体 １ ０ の 下 方 に 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 導 水
管 １ １ は 、 そ の 径 の 大 き さ が 船 首 側 か ら 船 尾 側 に 向 か っ て 先 細 り に 形 成 さ れ て い る 。
　 図 ４ の グ ラ フ に 示 す よ う に 、 船 首 側 の 圧 力 、 船 首 側 の 流 速 、 あ る 基 準 位 置 か ら の 船 首 側
の 位 置 を そ れ ぞ れ ｐ １ 、 υ １ 、 ｈ １ と す る 。 ま た 、 船 尾 側 の 圧 力 、 船 尾 側 の 流 速 、 あ る 基
準 位 置 か ら の 船 尾 側 の 位 置 を そ れ ぞ れ ｐ ２ 、 υ ２ 、 ｈ ２ と す る 。 船 体 １ ０ の 導 水 管 １ １ を
流 れ る 水 に は 、 次 の 式 を 満 た す ベ ル ヌ ー イ の 定 理 が 働 く 。
　 　 　 　 ｇ ｈ １ ＋ ｐ １ ／ ρ ＋ υ １

２ ／ ２ ＝ ｇ ｈ ２ ＋ ｐ ２ ／ ρ ＋ υ ２
２ ／ ２

　 こ こ で 、 ｇ は 重 力 加 速 度 （ ｍ ／ ｓ ２ ） 、 ρ は 密 度 （ ｋ ｇ ／ ｍ ３ ） で あ る 。
　 船 首 側 の 導 水 管 １ １ の 径 と 船 尾 側 の 導 水 管 １ １ の 径 と が 同 じ の と き 、 船 尾 側 が 船 首 側 よ
り 低 い 位 置 に あ る と 、 船 尾 側 の 水 の 流 速 が 船 首 側 の そ れ よ り も 増 す 。
　 ま た 、 基 準 位 置 か ら の 船 首 側 の 導 水 管 １ １ の 位 置 と 船 尾 側 の 導 水 管 １ １ の 位 置 と が 同 じ
の と き 、 船 尾 側 の 導 水 管 １ １ の 径 の 大 き さ が 船 首 側 の 導 水 管 １ １ の 径 の 大 き さ よ り 小 さ い
と 、 船 尾 側 の 水 の 流 速 が 船 首 側 の そ れ よ り も 増 す 。
　 こ れ に よ り 、 船 首 か ら 船 尾 に か け て 導 水 管 １ １ の 水 の 流 れ を よ く す る こ と が で き る と と
も に 、 船 尾 側 の 水 の 流 速 を 増 す こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 船 尾 側 に 設 け ら れ た 水 車 ラ ン
ナ ー の 羽 板 へ の 水 の 当 接 力 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 そ し て 、 こ の 導 水 管 １ １ に 流 れ る 水 で 、 船 尾 に 設 け ら れ た 水 車 ラ ン ナ ー １ ２ を 回 す 。 す
な わ ち 、 導 水 管 １ １ か ら 導 か れ た 水 が 水 車 ラ ン ナ ー １ ２ の 羽 板 に 当 設 す る 。 こ れ に よ り 、
水 車 ラ ン ナ ー １ ２ を 所 定 の 回 転 数 で 回 し 、 そ の 回 転 で 機 械 エ ネ ル ギ ー を 発 生 す る こ と が で
き る 。
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 船 首 側 の ３ 本 の 導 水 管 １ １ は そ の 途 中 で １ 本 の 導 水 管 １ １ と な っ て
い る 。 そ し て 、 そ の １ 本 の 導 水 管 １ １ と な っ た 船 尾 側 に 水 車 ラ ン ナ ー １ ２ が 配 設 さ れ て い
る 。 こ れ に よ り 、 船 首 側 の 各 導 水 管 １ １ に 流 れ る 水 が 一 つ に な り 、 船 首 側 の 水 流 が １ 本 の
み 導 水 管 １ １ が 配 設 さ れ た 場 合 よ り も 増 大 す る 。 こ れ に よ り 、 水 車 ラ ン ナ ー １ ２ の 羽 板 を
回 す 当 接 力 を 増 大 さ せ る こ と が で き る 。
　 ま た 、 ダ イ ナ モ １ ３ を 使 用 す れ ば 、 機 械 エ ネ ル ギ ー を 電 気 エ ネ ル ギ ー に 変 換 す る こ と が
で き る 。 さ ら に 、 そ の 変 換 さ れ た 電 気 エ ネ ル ギ ー を 、 バ ッ テ リ ー １ ４ に 蓄 え る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 そ し て 、 バ ッ テ リ ー １ ４ に 蓄 え た 電 気 エ ネ ル ギ ー を 、 船 舶 を 駆 動 さ せ る 動 力 限 と し て 使
用 す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 バ ッ テ リ ー １ ４ に 蓄 え た 電 気 エ ネ ル ギ ー を 使 用 し て 、 船
舶 を 動 か す 電 動 モ ー タ を 動 か す 駆 動 源 と し て 使 用 す る こ と が で き る 。 ま た 、 従 来 の バ ッ テ
リ ー （ 鉛 蓄 電 池 ） の 代 わ り に 、 そ の 電 源 を 使 用 し て ガ ソ リ ン エ ン ジ ン を 搭 載 し た 船 外 機 の
始 動 時 な ど の 電 源 と し て 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 上 述 の よ う に 、 通 常 の 走 行 時 、 バ ッ テ リ ー １ ４ に は 水 車 ラ ン ナ ー １ ２ の 回 転 に よ り 得 ら
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れ た 電 気 エ ネ ル ギ ー を 蓄 え る こ と が 可 能 で あ る 。 ま た 、 船 室 の 屋 根 に 設 け ら れ た プ ロ ペ ラ
２ １ が 風 力 に よ り 回 転 し 、 こ の 回 転 に よ り 得 ら れ た 電 気 エ ネ ル ギ ー を 蓄 え る こ と が 可 能 で
あ る 。
　 し か し 、 始 動 時 ま た は ト ロ ー リ ン グ （ 流 し 釣 り ） 時 に は 、 水 車 ラ ン ナ ー １ ２ か ら 水 車 の
回 転 数 が 低 く 、 得 ら れ る 電 気 量 も 小 さ く て 期 待 で き な い 。 ま た 、 風 力 発 電 の 場 合 も 同 様 で
あ る 。
　 そ こ で 、 始 動 時 ま た は ト ロ ー リ ン グ 時 に は 、 太 陽 光 に よ り 得 ら れ た 電 気 エ ネ ル ギ ー を 蓄
え る 。 そ し て 、 好 天 時 に お い て 、 太 陽 光 発 電 で 得 ら れ た 電 気 エ ネ ル ギ ー を バ ッ テ リ ー １ ４
に 蓄 え て お き 、 そ の 蓄 え た 電 気 エ ネ ル ギ ー を 始 動 時 ま た は ト ロ ー リ ン グ 時 の 船 舶 の 駆 動 用
と し て 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 次 に 、 船 舶 が 速 度 を 増 し た と き の 導 水 に つ い て 図 ５ ～ 図 ７ を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 船 体 １ ０ が 速 度 を 増 し て 走 行 す る と 、 船 体 １ ０ の 船 首 が 上 方 に 持 ち
上 げ ら れ る 現 象 が 生 じ る 。 こ れ に よ り 、 船 首 側 に 設 け ら れ た 導 水 孔 １ ５ か ら 導 水 管 １ １ に
水 を 導 入 し に く く な っ て し ま う 。
　 そ こ で 、 図 ６ お よ び 図 ７ に 示 す よ う に 、 上 記 船 体 １ ０ の 船 首 側 に は 、 上 記 導 水 管 １ １ に
導 く 導 水 孔 １ ５ が 船 体 １ ０ の 垂 直 方 向 に 複 数 個 配 設 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 船 舶 の 速 度
が 増 し 、 船 首 側 が 上 方 に 持 ち 上 げ ら れ て も 、 垂 直 方 向 に 設 け ら れ た 複 数 個 の 導 水 孔 １ ５ の
う ち 、 底 部 に 近 い 導 水 孔 １ ５ か ら 水 を 導 入 す る こ と が で き 、 水 車 ラ ン ナ ー を 回 し て 発 電 す
る こ と が で き る 。
　 一 方 、 水 が 導 入 さ れ な い 上 方 の 導 水 孔 １ ５ か ら は 、 走 行 時 の 風 力 を 導 水 管 １ １ に 導 入 し
て 、 こ の 風 力 を 使 用 し て 風 力 発 電 機 の プ ロ ペ ラ （ 屋 根 に 設 け ら れ た プ ロ ペ ラ ２ １ と は 別 ）
を 回 し 、 風 力 発 電 と す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 実 施 例 １ に 係 る バ ッ テ リ ー 式 駆 動 船 舶 の 全 体 構 成 を 示 す 斜 視 図 で あ る
。
【 図 ２ 】 こ の 発 明 の 実 施 例 １ に 係 る バ ッ テ リ ー 式 駆 動 船 舶 の 全 体 構 成 を 示 す 側 面 図 で あ る
。
【 図 ３ 】 こ の 発 明 の 実 施 例 １ に 係 る バ ッ テ リ ー 式 駆 動 船 舶 の 全 体 構 成 を 示 す 平 面 図 で あ る
。
【 図 ４ 】 こ の 発 明 の 実 施 例 １ に 係 る 導 水 管 の ベ ル ヌ ー イ の 定 理 を 説 明 す る グ ラ フ で あ る 。
【 図 ５ 】 従 来 に 係 る バ ッ テ リ ー 式 駆 動 船 舶 の 走 行 時 の 状 態 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 こ の 発 明 の 実 施 例 １ に 係 る バ ッ テ リ ー 式 駆 動 船 舶 の 走 行 時 の 状 態 を 示 す 側 面 図 で
あ る 。
【 図 ７ 】 こ の 発 明 の 実 施 例 １ に 係 る バ ッ テ リ ー 式 駆 動 船 舶 の 船 首 側 の 構 成 を 示 す 正 面 図 で
あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 １ ０ 　 船 体 、
　 １ １ 　 導 水 管 、
　 １ ２ 　 水 車 ラ ン ナ ー （ 水 車 ） 、
　 １ ３ 　 ダ イ ナ モ 、
　 １ ４ 　 バ ッ テ リ ー 、
　 １ ５ 　 導 水 孔 、
　 １ ６ 　 排 水 孔 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 10月 3日 (2006.10.3)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 バ ッ テ リ ー に 蓄 え ら れ た 電 気 エ ネ ル ギ ー で 船 舶 を 駆 動 す る バ ッ テ リ ー 駆 動 式 船 舶 で あ っ
て 、
　 船 首 か ら 船 尾 に か け て

導 水 管 と 、
　 に 設 け ら れ 、 上 記 導 水 管 か ら 導 水 さ れ た 水 の 当 接 に よ り 機 械 エ ネ
ル ギ ー を 生 成 す る 水 車 と 、
　 上 記 機 械 エ ネ ル ギ ー を 電 気 エ ネ ル ギ ー に 変 換 し 、 こ の 電 気 エ ネ ル ギ ー を 上 記 バ ッ テ リ ー
に 蓄 え る ダ イ ナ モ と を 備 え
　

　
バ ッ テ リ ー 駆 動 式 船 舶 。

【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 導 水 管 は 、 船 尾 側 が 船 首 側 よ り 上 記 船 体 の 下 方 位 置 に 設 け ら れ た 請 求 項 １ に 記 載 の
バ ッ テ リ ー 駆 動 式 船 舶 。
【 請 求 項 ３ 】
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船 体 の 設 け ら れ 、 か つ 複 数 本 に 分 岐 し た 船 首 側 部 分 と １ 本 に ま と
ま っ た 船 尾 側 部 分 と か ら な る

該 導 水 管 の 船 尾 側 部 分

、
上 記 船 体 の 船 首 側 の 中 央 部 お よ び そ の 両 側 部 に は 、 上 記 導 水 管 の 船 首 側 部 分 に 水 を 導 く

孔 が 垂 直 方 向 に そ れ ぞ れ 複 数 個 ず つ 並 ん で 配 設 さ れ 、
上 記 導 水 管 の 船 首 側 部 分 は 、 そ の 全 長 に わ た り 船 尾 側 に 向 か っ て 除 々 に 先 細 り に 形 成 さ

れ た



　
請 求 項 １ ま た は 請 求

項 ２ に 記 載 の バ ッ テ リ ー 駆 動 式 船 舶 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は バ ッ テ リ ー 船 舶 、 詳 し く は 電 動 で 船 舶 を 駆 動 す る 電 動 式 の 船 舶 駆 動 の
技 術 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 に 、 船 舶 を 駆 動 す る の に 、 そ の 駆 動 源 と し て 船 外 機 を 使 用 し て い る 。 そ の 船 外 機 は
、 ガ ソ リ ン を 使 用 し た 内 燃 機 関 、 す な わ ち 、 ガ ソ リ ン エ ン ジ ン を 搭 載 し て い る 。 ガ ソ リ ン
は 、 そ の 価 格 の 変 動 が 激 し く 、 ま た 急 に 高 騰 す る 場 合 も 生 じ る 。 こ れ に よ り 、 船 舶 を 駆 動
す る 燃 料 費 が 高 騰 し て し ま う 。 ま た 、 船 外 機 に 備 え た ガ ソ リ ン エ ン ジ ン か ら 二 酸 化 炭 素 が
排 出 さ れ 、 こ の 排 出 量 が 大 き い と 、 環 境 問 題 に 影 響 を 及 ぼ し て し ま う 。
　 そ こ で 、 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に 記 載 の よ う に 、 動 力 源 に 電 動 モ ー タ を 備 え た 船 外 機 が 考
案 さ れ て い る 。 こ の 電 動 モ ー タ は 、 Ｄ Ｃ １ ２ Ｖ で ス ク リ ュ ー を 回 転 さ せ 、 船 舶 を 駆 動 さ せ
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 昭 ５ ９ － ４ ５ ２ ９ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 電 動 モ ー タ 式 の 船 外 機 を 使 用 し て も 、 始 動 時 に は バ ッ テ リ ー （ 鉛 蓄 電 池 ） が 必
要 で あ る 。 ま た 、 上 記 バ ッ テ リ ー は 時 間 が 経 つ と 消 耗 す る 消 耗 品 で あ る 。 こ れ に よ り 、 バ
ッ テ リ ー を 消 耗 し た と き は 、 別 の バ ッ テ リ ー を 準 備 し て 交 換 す る 手 間 が 生 じ て し ま う 。
　 し か も 、 船 で 海 上 を 走 行 す る 場 合 、 自 動 車 と 異 な り 、 海 上 に は 給 油 設 備 ま た は 充 電 設 備
を 備 え て い な い 。 し た が っ て 、 海 上 に お い て 、 上 記 バ ッ テ リ ー が 消 耗 し た 場 合 に お い て 、
別 の バ ッ テ リ ー を 交 換 す る 手 段 が な い 。
　 ま た 、 船 舶 の 駆 動 能 力 を 高 め る 場 合 、 電 動 モ ー タ が 大 型 化 す れ ば 、 そ の 消 費 電 力 も 大 き
く な っ て し ま う 。 こ の た め 、 航 続 距 離 を 伸 ば す た め に は 容 量 の 大 き な 大 型 の バ ッ テ リ ー を
搭 載 し た り 、 予 備 の バ ッ テ リ ー を 搭 載 し た り す る 必 要 が あ る 。 し か し 、 重 量 が 嵩 み 、 余 分
な ス ペ ー ス が 必 要 に な り 、 特 に 小 型 の 船 舶 に と っ て は 好 ま し く な い 。
　 し た が っ て 、 従 来 の バ ッ テ リ ー （ 鉛 蓄 電 池 ） を 必 要 と せ ず 、 船 舶 に お い て そ の 船 舶 の 駆
動 源 と な る 電 源 が あ れ ば 、 上 記 問 題 を 解 決 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 、 本 願 発 明 者 は 、 鋭 意 努 力 し た 結 果 、 走 行 時 、 船 首 か ら 船 尾 に か け て 配 設 さ れ た
導 水 管 に 水 を 導 き 、 導 い た 水 で 水 車 ラ ン ナ ー を 回 し て ダ イ ナ モ で 電 気 エ ネ ル ギ ー を 発 生 さ
せ 、 そ の 電 気 エ ネ ル ギ ー を 船 舶 の 駆 動 源 に で き る こ と を 知 見 し 、 こ の 発 明 を 完 成 さ せ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 発 明 は 、 そ の 船 舶 の 走 行 に よ る 水 力 を 利 用 し て 発 電 し た 電 気 エ ネ ル ギ ー を 船 舶 の 駆
動 源 と す る バ ッ テ リ ー 船 舶 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
　 ま た 、 こ の 発 明 は 、 そ の 船 舶 を 走 行 さ せ る の に 、 従 来 の バ ッ テ リ ー （ 鉛 蓄 電 池 ） を 必 要
と し な い バ ッ テ リ ー 船 舶 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
　 さ ら に 、 こ の 発 明 は 、 船 体 に お い て 効 率 を 高 め て 発 電 を 行 う バ ッ テ リ ー 船 舶 を 提
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上 記 バ ッ テ リ ー に は 、 風 力 発 電 機 で 発 電 さ れ た 電 気 エ ネ ル ギ ー お よ び 太 陽 電 池 パ ネ ル で
受 光 し て 得 ら れ た 電 気 エ ネ ル ギ ー の 少 な く と も い ず れ か が 蓄 え ら れ る
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供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 バ ッ テ リ ー に 蓄 え ら れ た 電 気 エ ネ ル ギ ー で 船 舶 を 駆 動 す る バ
ッ テ リ ー 駆 動 式 船 舶 で あ っ て 、 船 首 か ら 船 尾 に か け て

導 水 管 と 、
に 設 け ら れ 、 上 記 導 水 管 か ら 導 水 さ れ た 水 の 当 接 に よ り 機 械 エ ネ ル ギ ー を 生 成 す る 水 車

と 、 上 記 機 械 エ ネ ル ギ ー を 電 気 エ ネ ル ギ ー に 変 換 し 、 こ の 電 気 エ ネ ル ギ ー を 上 記 バ ッ テ リ
ー に 蓄 え る ダ イ ナ モ と を 備 え

バ ッ
テ リ ー 駆 動 式 船 舶
　 船 舶 の 種 類 は 限 定 さ れ ず 、 例 え ば 、 ク ル ー ザ 、 漁 船 、 ボ ー ト 、 客 船 で も よ い 。
　 船 舶 の 船 体 に 設 け ら れ る 導 水 管 の 本 数 は 限 定 さ れ な い 。 ま た 、 そ の 導 水 管 の 径 の 大 き さ
も 限 定 さ れ な い 。 導 水 管 の 長 さ も 限 定 さ れ な い 。
　 ま た 、 導 水 管 は 、 船 首 か ら 船 尾 に か け て 、 船 体 の 中 央 に １ 本 の み を 配 設 し て も よ い 。 ま
た は 、 船 首 の 両 側 部 か ら 水 が 導 入 さ れ る ２ 本 の 導 水 管 を 配 設 し て も よ い 。
　
　 水 車 の 形 式 は 限 定 さ れ な い 。 ペ ル ト ン 水 車 （ 衝 動 水 車 ） 、 フ ラ ン シ ス 水 車 （ 反 動 水 車 ）
で も よ い 。
　 水 車 の 大 き さ は 限 定 さ れ な い 。 水 車 ラ ン ナ ー （ 羽 根 車 ） に 設 け ら れ る 羽 板 の 数 も 限 定 さ
れ な い 。 水 圧 を 受 け る 羽 板 の 面 積 も 限 定 さ れ な い 。
　 上 記 水 車 は 、 複 数 本 の 導 水 管 毎 に 設 け て も よ い し 、 １ 個 で も よ い 。
　 上 記 ダ イ ナ モ （ 発 電 機 ） か ら 発 電 さ れ る 電 気 エ ネ ル ギ ー の 発 電 量 は 限 定 さ れ な い 。 発 電
し た 電 気 エ ネ ル ギ ー は 、 コ ン バ ー タ な ど を 使 用 し て 直 流 ま た は 交 流 に し て も よ い 。
　 電 気 エ ネ ル ギ ー を 蓄 え る バ ッ テ リ ー の 蓄 電 容 量 も 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 船 舶 に は 、 船 首 か ら 船 尾 に が 配 設 さ れ て
い る 。 船 が 走 行 す る と 、 水 船 首 に 設 け ら れ た 孔 か ら

船 尾 ま で そ し て
、 こ の 導 水 管 流 れ る 水 で 、 船 尾 に 設 け ら れ た 水 車 の 水
車 ラ ン ナ ー （ 羽 根 車 ） を 回 す 。 こ れ に よ り 、 水 車 ラ ン ナ ー の 回 転 に よ る 機 械 エ ネ ル ギ ー を
発 生 す る こ と が で き る 。 ま た 、 ダ イ ナ モ （ 発 電 機 ） を 使 用 す れ ば 、 上 記 機 械 エ ネ ル ギ ー を
電 気 エ ネ ル ギ ー に 変 換 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 そ の 変 換 さ れ た 電 気 エ ネ ル ギ ー を 、 バ
ッ テ リ ー に 蓄 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 そ し て 、 バ ッ テ リ ー に 蓄 え た 電 気 エ ネ ル ギ ー を 、 船 舶 を 駆 動 さ せ る 駆 動 源 と し て 使 用 す
る こ と が で き る 。 例 え ば 、 バ ッ テ リ ー に 蓄 え た 電 気 エ ネ ル ギ ー を 使 用 し て 、 電 動 モ ー タ を
備 え た 船 外 機 な ど を 動 か す 駆 動 源 と し て 使 用 す る こ と が で き る 。 ま た 、 従 来 の バ ッ テ リ ー
（ 鉛 蓄 電 器 ） の 代 わ り に 、 そ の 電 源 を 使 用 し て ガ ソ リ ン エ ン ジ ン を 搭 載 し た 船 外 機 の 始 動
時 な ど の 電 源 と し て 使 用 す る こ と が で き る 。
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船 体 の 設 け ら れ 、 か つ 複 数 本 に 分 岐
し た 船 首 側 部 分 と １ 本 に ま と ま っ た 船 尾 側 部 分 と か ら な る 該 導 水 管 の 船 尾 側 部
分

、 上 記 船 体 の 船 首 側 の 中 央 部 お よ び そ の 両 側 部 に は 、 上 記 導
水 管 の 船 首 側 部 分 に 水 を 導 く 孔 が 垂 直 方 向 に そ れ ぞ れ 複 数 個 ず つ 並 ん で 配 設 さ れ 、 上 記 導
水 管 の 船 首 側 部 分 は 、 そ の 全 長 に わ た り 船 尾 側 に 向 か っ て 除 々 に 先 細 り に 形 成 さ れ た

で あ る 。

上 記 導 水 管 に 水 を 導 く 孔 の 大 き さ は 限 定 さ れ な い 。

か け て 導 水 管
は 各 導 水 管 の 対 応 す る 船 首 側 部 分 に そ

れ ぞ れ 導 入 さ れ 、 そ の 後 に 船 尾 側 部 分 で 一 つ に な っ て 流 れ て 排 出 さ れ る 。
一 つ に な っ た の 船 尾 側 部 分 を 側 部 分

さ ら に 、 導 水 管 の 船 首 側 部 分 は 、 全 長 に わ た っ て そ の 径 が 船 尾 に 向 か っ て 除 々 に 小 さ く
形 成 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 船 首 か ら 船 尾 に か け て 、 導 水 管 の 水 を 速 や か に 流 す こ と が
で き る 。 そ し て 、 船 尾 に 設 け ら れ た 水 車 の 水 車 ラ ン ナ ー を 効 率 よ く 回 転 さ せ 、 ダ イ ナ モ の
発 電 量 を 高 め る こ と が で き る 。

ま た 、 船 舶 は そ の 速 度 が 増 す に つ れ 、 船 首 に 受 け る 風 に よ っ て 、 船 体 の 船 首 側 が 持 ち 上
げ ら れ る 。 こ れ に よ り 、 船 首 側 部 分 か ら 水 を 導 入 し に く い 状 態 が 生 じ る お そ れ が あ る 。 そ
こ で 、 船 体 の 船 首 側 の 中 央 部 お よ び そ の 両 側 部 に は 、 垂 直 方 向 に 複 数 個 ず つ 並 ん で 孔 が 設
け ら れ て い る 。 こ れ に よ り 、 速 度 が 増 し 、 船 首 が 持 ち 上 げ ら れ て も 、 船 体 の 底 部 に 近 い 孔
か ら 水 を 導 水 管 に 導 き や す い 。



【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 上 記 各 導 水 管 は 、 船 尾 側 が 船 首 側 よ り 上 記 船 体 の 下 方 位 置 に
設 け ら れ た 請 求 項 １ に 記 載 の バ ッ テ リ ー 駆 動 式 船 舶 で あ る 。
　 そ の 導 水 管 の 船 首 側 か ら 船 尾 ま で の 勾 配 は 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、

請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の バ ッ テ リ ー 駆 動 式 船 舶 で あ る 。
　
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、

【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 の 発 明 に よ れ ば 、 船 舶 に は 、 船 首 か ら 船 尾 に が 配 設 さ
れ て い る 。 船 の 走 行 時 、 水 が 船 首 に 設 け ら れ た 孔 か ら

船 尾 ま で そ し て
、 こ の 導 水 管 の 部 分 を 流 れ る 水 に よ り 、 船 尾 に 設 け ら れ た 水 車
の 水 車 ラ ン ナ ー を 回 す こ と が で き る 。 そ し て 、 水 車 ラ ン ナ ー を 回 す こ と に よ り 、 水 車 ラ ン
ナ ー の 回 転 に よ る 機 械 エ ネ ル ギ ー を 発 生 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 ダ イ ナ モ を 使 用 し て
、 機 械 エ ネ ル ギ ー を 電 気 エ ネ ル ギ ー に 変 換 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 そ の 変 換 さ れ た 電
気 エ ネ ル ギ ー を 、 バ ッ テ リ ー に 蓄 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 そ し て 、 バ ッ テ リ ー に 蓄 え た 電 気 エ ネ ル ギ ー は 、 船 舶 を 駆 動 さ せ る 駆 動 源 と し て 使 用 す
る こ と が で き る 。 例 え ば 、 バ ッ テ リ ー に 蓄 え た 電 気 エ ネ ル ギ ー を 使 用 し て 、 船 舶 を 動 か す
電 動 モ ー タ を 備 え た 船 外 機 を 動 か す 駆 動 源 と し て 使 用 す る こ と が で き る 。 ま た 、 従 来 の バ
ッ テ リ ー の 代 わ り に 、 そ の 電 源 を 使 用 し て ガ ソ リ ン エ ン ジ ン を 搭 載 し た 船 外 機 の 始 動 時 な
ど の 電 源 と し て 使 用 す る こ と が で き る 。
　

　

【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 、 こ の 発 明 の 第 １ の 実 施 例 を 図 １ ～ 図 ６ を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 本 実 施 例 で は 、 フ ィ ッ シ ン グ ボ ー ト を 使 用 し た バ ッ テ リ ー 船 舶 に つ い て 説 明 す る
。
　 図 １ ～ 図 ３ に 示 す よ う に 、 フ ィ ッ シ ン グ ボ ー ト に は 、 水 を 船 首 か ら 導 き 、 そ の 水 を 船 尾
か ら 排 水 す る 導 水 管 １ １ が 設 け ら れ て い る 。 導
水 管 １ １ は 、 剛 性 で か つ 対 錆 性 を 有 す る 素 材 で 形 成 さ れ て い る 。 例 え ば 、 プ ラ ス チ ッ ク （
塩 化 ビ ニ ル な ど の 合 成 樹 脂 ） で 形 成 さ れ て い る 。
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 船 体 １ ０ の 船 首 側 の 中 央 部 と そ の 両 側 部 と に は 、
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上 記 バ ッ テ リ ー に は 、 風 力 発 電 機 で 発 電 さ れ た 電 気 エ ネ ル ギ
ー お よ び 太 陽 電 池 パ ネ ル で 受 光 し て 得 ら れ た 電 気 エ ネ ル ギ ー の 少 な く と も い ず れ か が 蓄 え
ら れ る

風 力 発 電 の 発 電 量 は 限 定 さ れ な い 。 ま た 、 太 陽 光 発 電 機 の 発 電 量 は 限 定 さ れ な い 。

通 常 の 走 行 時 に は 、 水 車 の 水 車 ラ ン ナ ー の 回 転 に よ り
発 電 し 、 得 ら れ た 電 気 エ ネ ル ギ ー を バ ッ テ リ ー に 蓄 え る こ と が 可 能 で あ る 。 ま た 、 通 常 走
行 時 、 風 力 に よ り プ ロ ペ ラ を 回 し 、 こ れ に よ り 得 ら れ た 電 気 エ ネ ル ギ ー を 上 記 バ ッ テ リ ー
に 蓄 え る こ と も で き る 。
　 し か し 、 始 動 時 ま た は ト ロ ー リ ン グ （ 流 し 釣 り ） 時 に は 、 水 車 ラ ン ナ ー か ら の 発 電 が 期
待 で き な い 。 そ こ で 、 始 動 時 ま た は ト ロ ー リ ン グ 時 に は 、 太 陽 電 池 パ ネ ル で 得 ら れ た 電 気
エ ネ ル ギ ー を 使 用 し て 、 電 動 モ ー タ や 船 外 機 を 始 動 す る こ と も で き る 。

こ の 請 求 項 １ に 記 載 か け て 導 水 管
各 導 水 管 の 対 応 す る 船 首 側 部 分 に そ

れ ぞ れ 導 入 さ れ 、 そ の 後 に 船 尾 側 部 分 で 一 つ に な っ て 流 れ て 排 出 さ れ る 。
一 つ に な っ た 船 尾 側 側 部 分

さ ら に 、 導 水 管 は 船 首 側 部 分 の 全 長 に わ た り 、 そ の 径 が 船 尾 に 向 か っ て 除 々 に 小 さ く 形
成 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 船 首 か ら 船 尾 に か け て 、 導 水 管 の 水 を 速 や か に 流 す こ と が で
き る 。 そ し て 、 船 尾 側 部 分 に 設 け ら れ た 水 車 の 水 車 ラ ン ナ ー を 効 率 よ く 回 転 さ せ 、 ダ イ ナ
モ の 発 電 量 を 高 め る こ と が で き る 。

ま た 、 船 体 の 船 首 側 の 中 央 部 お よ び そ の 両 側 部 に は 、 垂 直 方 向 に そ れ ぞ れ 複 数 個 ず つ 並
ん で 孔 が 配 設 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 船 の 速 度 が 増 し 、 船 首 に 受 け る 風 に よ っ て 、 船 首
が 持 ち 上 げ ら れ て も 、 船 体 の 底 部 に 近 い 孔 か ら 水 を 導 水 管 に 導 き や す い 。

駆 動 式

１ 本 の 、 船 体 １ ０ の 船 首 か ら 船 尾 に か け て

導 水 管 １ １ の ３ 本



が 配 設 さ れ て い る 。 ま た 、
船

首 側 の ３ 本 の 導 水 管 １ １ は 、 そ の 途 中 で ま と ま り １ 本 の 導 水 管 １ １ と な る 。 そ し て 、 導 水
管 １ １ の は 、 水 車 ラ ン ナ ー １ ２ を 介 し て 、 船 尾 の 排 水 孔
　 ま た 、 導 水 管 １ １ は 、 船 首 側 よ り 船 尾 側 が 船 体 １ ０ の 低 い 位 置 に 存 在 す る よ う に 配 設 さ
れ て い る 。 す な わ ち 、 導 水 管 １ １ は 、 船 首 か ら 船 尾 ま で 所 定 勾 配 を 有 し て 配 設 さ れ る 。
　 さ ら に 、 導 水 管 １ １ の 径 は 、 船 首 側 よ り 船 尾 側 が 小 さ く 形 成 さ れ て い る 。
そ の 径 は 、 例 え ば 、 船 首 側 が 略 １ ０ ０ ｍ ｍ の 大 き さ で 、 船 尾 側 が 略 ６ ０ ｍ ｍ の 大 き さ を 有
し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 次 に 、 水 車 に つ い て 説 明 す る 。 船 体 １ ０ の 船 尾 の 底 部 に は 、 水 車 が 配 設 さ れ て い
る 。 そ の 水 車 の 形 式 は 、 例 え ば 、 ペ ル ト ン 水 車 が 使 用 さ れ る 。 そ の 水 車 の 水 車 ラ ン ナ ー １
２ （ 羽 根 車 ） は 、 そ の 周 方 向 に 所 定 間 隔 を 有 し て 複 数 個 の 水 か き 用 の 羽 板 を 備 え て い る 。
そ の 水 車 の 大 き さ は 、 船 舶 の 船 体 １ ０ の 大 き さ に よ っ て 決 定 さ れ る 。 ま た 、 羽 板 の 数 は 、
船 舶 に 大 き さ に よ っ て 決 定 さ れ る 。 ま た 、 水 圧 を 受 け る 羽 板 の 面 積 も 船 舶 の 大 き さ に よ っ
て 決 定 さ れ る 。 こ れ ら の 羽 板 お よ び 面 積 に よ り 、 回 転 数 が 決 定 さ れ る 。
　 水 車 ラ ン ナ ー １ ２ は 、 略 箱 形 状 の 水 槽 ２ ４ の な か に 配 設 さ れ る 。 そ の 水 槽 ２ ４ の 船 首 側
の 側 面 に は 、 が 連 結 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 水 車 ラ ン ナ
ー １ ２ は 、 水 槽 ２ ４ の な か で 、 船 首 か ら 導 水 管 を 流 れ た 水 が そ の 羽 板 を 当 接 す る よ う
に 配 設 さ れ て い る 。
　 水 槽 ２ ４ の 船 尾 側 の 側 面 側 に は 、 水 車 ラ ン ナ ー を 当 接 し た 後 の 水 が 流 れ る よ う に 、 排 水
口 ２ ５ が 設 け ら れ る 。 そ し て 、 そ の 排 水 口 ２ ５ か ら 船 尾 の 排 水 孔 １ ６ ま で 導 水 管 １ １

が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 次 に 、 ダ イ ナ モ １ ３ に つ い て 説 明 す る 。 船 体 １ ０ の 船 尾 側 に は 、 上 記 水 車 ラ ン ナ ー １ ２
の 回 転 軸 と 連 結 さ れ 、 そ の 水 車 ラ ン ナ ー １ ２ の 回 転 を 電 気 エ ネ ル ギ ー に 変 換 す る ダ イ ナ モ
１ ３ が 配 設 さ れ て い る 。 そ の ダ イ ナ モ は 、 上 記 水 車 ラ ン ナ ー の 回 転 に 伴 い 、 所 定 電 圧 、 所
定 電 力 の 電 気 エ ネ ル ギ ー に 変 換 し て 発 電 す る も の で あ る 。
　 図 １ に 示 す よ う に 、 船 体 １ ０ に は 、 上 記 水 車 と は 別 に 、 風 力 発 電 機 お よ び 太 陽 電 池 パ ネ
ル ２ ２ が 設 け ら れ る 。 船 体 の 船 室 （ キ ャ ビ ン ） の 屋 根 に は 、 風 力 発 電 機 用 の プ ロ ペ ラ ２ １
が 配 設 さ れ る 。 そ し て 、 風 力 で 回 転 す る プ ロ ペ ラ ２ １ の 機 械 エ ネ ル ギ ー を 電 気 エ ネ ル ギ ー
に 変 換 す る 第 ２ の ダ イ ナ モ ２ ３ が 設 け ら れ る 。
　 ま た 、 船 室 の 屋 根 に は 太 陽 電 池 パ ネ ル ２ ２ が 配 設 さ れ て い る 。 な お 、 太 陽 電 池 パ ネ ル ２
２ は 、 船 室 の 屋 根 の 限 定 さ れ ず 、 太 陽 光 を 受 け や す い 場 所 に 設 置 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 そ し て 、 船 体 １ ０ に は 、 上 記 ダ イ ナ モ １ ３ で 発 電 し た 電 気 エ ネ ル ギ ー を 蓄 え る バ ッ テ リ
ー １ ４ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 こ の バ ッ テ リ ー １ ４ は 、 上 記 風 力 発 電 用 の プ ロ ペ ラ ２ １
の 回 転 に よ り 得 ら れ た 電 気 エ ネ ル ギ ー を 蓄 え る こ と も で き る 。 さ ら に 、 上 記 太 陽 電 池 パ ネ
ル ２ ２ で 受 光 し て 得 ら れ た 電 気 エ ネ ル ギ ー を 蓄 え る こ と も で き る 。 水 力 、 風 力 ま た は 太 陽
光 の 切 り 換 え は 、 図 示 し な い ス イ ッ チ 回 路 に よ り 行 っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 次 に 、 本 願 発 明 に 係 る 船 舶 の バ ッ テ リ ー 駆 動 法 に つ い て 説 明 す る 。
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 船 が 走 行 す る と 、 水 は 船 首 に 設 け ら れ た 導 水 孔 １ ５ か ら 導 水 管 １ １
に 導 入 さ れ る 。 そ の 導 水 管 １ １ に 導 入 さ れ た 水 は 船 尾 ま で 流 れ 、 船 尾 に 設 け ら れ た 排 水 孔
１ ６ か ら 船 体 １ ０ の 外 に 排 出 さ れ る 。
　 船 体 １ ０ の 両 側 面 の 導 水 孔 １ ５ の 周 囲 に は 、 半 円 球 状 の 板 １ ８ が そ れ ぞ れ 設 け ら れ て い
る 。 こ の 半 円 形 状 の 板 １ ８ に よ り 、 走 行 時 の 潮 の 流 れ か ら 生 じ る 水 を 導 水 孔 １ ５ に 導 き や
す く な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 記 導 水 管 １ １ は 、 船 首 側 よ り 船 尾 側 が 船 体 １ ０ の 下 方 に 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 導 水
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に 分 岐 し た 船 首 側 部 分 の 各 一 端 導 水 管 １ １ の 分 岐 し た 各 船 首 側
部 分 の 他 端 は 、 導 水 管 １ １ の １ 本 に ま と ま っ た 船 尾 側 部 分 に そ れ ぞ れ 連 通 さ れ て い る 。

船 尾 側 部 分 と 連 通 し て い る 。

の 船 首 側 部 分

側 部 分

導 水 管 １ １ の 船 尾 側 部 分 の 船 首 側
１ １

の 船
尾 側 部 分 の 船 尾 側



管 １ １ は 、 そ の 径 の 大 き さ が 船 首 側 か ら 船 尾 側 に 向 か っ て 先 細 り に 形 成 さ れ
て い る 。
　 図 ４ の グ ラ フ に 示 す よ う に 、 船 首 側 の 圧 力 、 船 首 側 の 流 速 、 あ る 基 準 位 置 か ら の 船 首 側
の 位 置 を そ れ ぞ れ ｐ １ 、 υ １ 、 ｈ １ と す る 。 ま た 、 船 尾 側 の 圧 力 、 船 尾 側 の 流 速 、 あ る 基
準 位 置 か ら の 船 尾 側 の 位 置 を そ れ ぞ れ ｐ ２ 、 υ ２ 、 ｈ ２ と す る 。 船 体 １ ０ の 導 水 管 １ １ を
流 れ る 水 に は 、 次 の 式 を 満 た す ベ ル ヌ ー イ の 定 理 が 働 く 。
　 　 　 　 ｇ ｈ １ ＋ ｐ １ ／ ρ ＋ υ １

２ ／ ２ ＝ ｇ ｈ ２ ＋ ｐ ２ ／ ρ ＋ υ ２
２ ／ ２

　 こ こ で 、 ｇ は 重 力 加 速 度 （ ｍ ／ ｓ ２ ） 、 ρ は 密 度 （ ｋ ｇ ／ ｍ ３ ） で あ る 。
　 の 径 と の 径 と が 、 船 尾 側 が 船 首 側 よ り
低 い 位 置 に あ る と 、 船 尾 側 の 水 の 流 速 が 船 首 側 の そ れ よ り も 増 す 。
　 ま た 、 基 準 位 置 か ら の の 位 置 と の 位 置 と が 同 じ
と き 、 の 径 の 大 き さ が の 径 の 大 き さ よ り 小 さ い と
、 船 尾 側 の 水 の 流 速 が 船 首 側 の そ れ よ り も 増 す 。
　 こ れ に よ り 、 船 首 か ら 船 尾 に か け て 導 水 管 １ １ の 水 の 流 れ を よ く す る こ と が で き る と と
も に 、 船 尾 側 の 水 の 流 速 を 増 す こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 船 尾 側 に 設 け ら れ た 水 車 ラ ン
ナ ー の 羽 板 へ の 水 の 当 接 力 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 そ し て 、 こ の 導 水 管 １ １ に 流 れ る 水 で 、 船 尾 に 設 け ら れ た 水 車 ラ ン ナ ー １ ２ を 回 す 。 す
な わ ち 、 導 水 管 １ １ か ら 導 か れ た 水 が 水 車 ラ ン ナ ー １ ２ の 羽 板 に 当 設 す る 。 こ れ に よ り 、
水 車 ラ ン ナ ー １ ２ を 所 定 の 回 転 数 で 回 し 、 そ の 回 転 で 機 械 エ ネ ル ギ ー を 発 生 す る こ と が で
き る 。
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 は

そ し て 、 に 水 車 ラ ン ナ
ー １ ２ が 配 設 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 に 流 れ る 水 が 一 つ に な
り 、 船 首 側 の 水 流 が １ 本 の み 導 水 管 １ １ が 配 設 さ れ た 場 合 よ り も 増 大 す る 。 こ れ に よ り 、
水 車 ラ ン ナ ー １ ２ の 羽 板 を 回 す 当 接 力 を 増 大 さ せ る こ と が で き る 。
　 ま た 、 ダ イ ナ モ １ ３ を 使 用 す れ ば 、 機 械 エ ネ ル ギ ー を 電 気 エ ネ ル ギ ー に 変 換 す る こ と が
で き る 。 さ ら に 、 そ の 変 換 さ れ た 電 気 エ ネ ル ギ ー を 、 バ ッ テ リ ー １ ４ に 蓄 え る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 そ し て 、 バ ッ テ リ ー １ ４ に 蓄 え た 電 気 エ ネ ル ギ ー を 、 船 舶 を 駆 動 さ せ る 動 力 限 と し て 使
用 す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 バ ッ テ リ ー １ ４ に 蓄 え た 電 気 エ ネ ル ギ ー を 使 用 し て 、 船
舶 を 動 か す 電 動 モ ー タ を 動 か す 駆 動 源 と し て 使 用 す る こ と が で き る 。 ま た 、 従 来 の バ ッ テ
リ ー （ 鉛 蓄 電 池 ） の 代 わ り に 、 そ の 電 源 を 使 用 し て ガ ソ リ ン エ ン ジ ン を 搭 載 し た 船 外 機 の
始 動 時 な ど の 電 源 と し て 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 上 述 の よ う に 、 通 常 の 走 行 時 、 バ ッ テ リ ー １ ４ に は 水 車 ラ ン ナ ー １ ２ の 回 転 に よ り 得 ら
れ た 電 気 エ ネ ル ギ ー を 蓄 え る こ と が 可 能 で あ る 。 ま た 、 船 室 の 屋 根 に 設 け ら れ た プ ロ ペ ラ
２ １ が 風 力 に よ り 回 転 し 、 こ の 回 転 に よ り 得 ら れ た 電 気 エ ネ ル ギ ー を 蓄 え る こ と が 可 能 で
あ る 。
　 し か し 、 始 動 時 ま た は ト ロ ー リ ン グ （ 流 し 釣 り ） 時 に は 、 水 車 ラ ン ナ ー １ ２ か ら 水 車 の
回 転 数 が 低 く 、 得 ら れ る 電 気 量 も 小 さ く て 期 待 で き な い 。 ま た 、 風 力 発 電 の 場 合 も 同 様 で
あ る 。
　 そ こ で 、 始 動 時 ま た は ト ロ ー リ ン グ 時 に は 、 太 陽 光 に よ り 得 ら れ た 電 気 エ ネ ル ギ ー を 蓄
え る 。 そ し て 、 好 天 時 に お い て 、 太 陽 光 発 電 で 得 ら れ た 電 気 エ ネ ル ギ ー を バ ッ テ リ ー １ ４
に 蓄 え て お き 、 そ の 蓄 え た 電 気 エ ネ ル ギ ー を 始 動 時 ま た は ト ロ ー リ ン グ 時 の 船 舶 の 駆 動 用
と し て 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 次 に 、 船 舶 が 速 度 を 増 し た と き の 導 水 に つ い て 図 ５ ～ 図 ７ を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 船 体 １ ０ が 速 度 を 増 し て 走 行 す る と 、 船 体 １ ０ の 船 首 が 上 方 に 持 ち
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の 船 首 側 部 分

導 水 管 １ １ の 船 首 側 導 水 管 １ １ の 船 尾 側 同 じ と き

導 水 管 １ １ の 船 首 側 導 水 管 １ １ の 船 尾 側
導 水 管 １ １ の 船 尾 側 導 水 管 １ １ の 船 首 側

導 水 管 １ １ の 分 岐 し た ３ 本 の 船 首 側 部 分 船 尾 側 部 分 に 達 し た と こ
ろ で １ 本 に ま と ま っ て い る 。 導 水 管 １ １ の １ 本 と な っ た 船 尾 側 部 分

導 水 管 １ １ の 各 船 首 側 部 分



上 げ ら れ る 現 象 が 生 じ る 。 こ れ に よ り 、 船 首 側 に 設 け ら れ た 導 水 孔 １ ５ か ら 導 水 管 １ １ に
水 を 導 入 し に く く な っ て し ま う 。
　 そ こ で 、 図 ６ お よ び 図 ７ に 示 す よ う に 、 上 記 船 体 １ ０ の 船 首 側

に は 、 上 記 導 水 管 １ １ に 導 く 導 水 孔 １ ５ が 船 体 １ ０ の 垂 直 方 向 に 複 数 個 配 設 さ れ
て い る 。 こ れ に よ り 、 船 舶 の 速 度 が 増 し 、 船 首 側 が 上 方 に 持 ち 上 げ ら れ て も 、 垂 直 方 向 に
設 け ら れ た 複 数 個 の 導 水 孔 １ ５ の う ち 、 底 部 に 近 い 導 水 孔 １ ５ か ら 水 を 導 入 す る こ と が で
き 、 水 車 ラ ン ナ ー を 回 し て 発 電 す る こ と が で き る 。
　 一 方 、 水 が 導 入 さ れ な い 上 方 の 導 水 孔 １ ５ か ら は 、 走 行 時 の 風 力 を 導 水 管 １ １ に 導 入 し
て 、 こ の 風 力 を 使 用 し て 風 力 発 電 機 の プ ロ ペ ラ （ 屋 根 に 設 け ら れ た プ ロ ペ ラ ２ １ と は 別 ）
を 回 し 、 風 力 発 電 と す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 実 施 例 １ に 係 る バ ッ テ リ ー 船 舶 の 全 体 構 成 を 示 す 斜 視 図 で あ る
。
【 図 ２ 】 こ の 発 明 の 実 施 例 １ に 係 る バ ッ テ リ ー 船 舶 の 全 体 構 成 を 示 す 側 面 図 で あ る
。
【 図 ３ 】 こ の 発 明 の 実 施 例 １ に 係 る バ ッ テ リ ー 船 舶 の 全 体 構 成 を 示 す 平 面 図 で あ る
。
【 図 ４ 】 こ の 発 明 の 実 施 例 １ に 係 る 導 水 管 の ベ ル ヌ ー イ の 定 理 を 説 明 す る グ ラ フ で あ る 。
【 図 ５ 】 従 来 に 係 る バ ッ テ リ ー 船 舶 の 走 行 時 の 状 態 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 こ の 発 明 の 実 施 例 １ に 係 る バ ッ テ リ ー 船 舶 の 走 行 時 の 状 態 を 示 す 側 面 図 で
あ る 。
【 図 ７ 】 こ の 発 明 の 実 施 例 １ に 係 る バ ッ テ リ ー 船 舶 の 船 首 側 の 構 成 を 示 す 正 面 図 で
あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 １ ０ 　 船 体 、
　 １ １ 　 導 水 管 、
　 １ ２ 　 水 車 ラ ン ナ ー （ 水 車 ） 、
　 １ ３ 　 ダ イ ナ モ 、
　 １ ４ 　 バ ッ テ リ ー 、
　 １ ５ 　 導 水 孔 、
　 １ ６ 　 排 水 孔 。
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 1月 12日 (2007.1.12)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 バ ッ テ リ ー に 蓄 え ら れ た 電 気 エ ネ ル ギ ー で 船 舶 を 駆 動 す る バ ッ テ リ ー 駆 動 式 船 舶 で あ っ
て 、
　 船 体 の 船 首 か ら 船 尾 に か け て 設 け ら れ 、 か つ 複 数 本 に 分 岐 し た 船 首 側 部 分 と １ 本 に ま と
ま っ た 船 尾 側 部 分 と か ら な る 導 水 管 と 、
　 該 導 水 管 の 船 尾 側 部 分 に 設 け ら れ 、 上 記 導 水 管 か ら 導 水 さ れ た 水 の 当 接 に よ り 機 械 エ ネ
ル ギ ー を 生 成 す る 水 車 と 、
　 上 記 機 械 エ ネ ル ギ ー を 電 気 エ ネ ル ギ ー に 変 換 し 、 こ の 電 気 エ ネ ル ギ ー を 上 記 バ ッ テ リ ー
に 蓄 え る ダ イ ナ モ と を 備 え 、
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の 中 央 部 お よ び そ の 両 側
部 並 ん で

動 駆 式

駆 動 式

駆 動 式

駆 動 式
駆 動 式

駆 動 式



　 上 記 船 体 の 船 首 側 の 中 央 部 お よ び そ の 両 側 部 に は 、 上 記 導 水 管 の 船 首 側 部 分 に 水 を 導 く
孔 が 垂 直 方 向 に そ れ ぞ れ 複 数 個 ず つ 並 ん で 配 設 さ れ

　 上 記 導 水 管 の 船 首 側 部 分 は 、 そ の 全 長 に わ た り 船 尾 側 に 向 か っ て 先 細 り に 形 成 さ
れ 、

バ ッ テ リ ー 駆 動
式 船 舶 。
【 請 求 項 ２ 】
　

【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は バ ッ テ リ ー 駆 動 式 船 舶 、 詳 し く は 電 動 で 船 舶 を 駆 動 す る 電 動 式 の 船 舶 駆 動 の
技 術 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 に 、 船 舶 を 駆 動 す る の に 、 そ の 駆 動 源 と し て 船 外 機 を 使 用 し て い る 。 そ の 船 外 機 は
、 ガ ソ リ ン を 使 用 し た 内 燃 機 関 、 す な わ ち 、 ガ ソ リ ン エ ン ジ ン を 搭 載 し て い る 。 ガ ソ リ ン
は 、 そ の 価 格 の 変 動 が 激 し く 、 ま た 急 に 高 騰 す る 場 合 も 生 じ る 。 こ れ に よ り 、 船 舶 を 駆 動
す る 燃 料 費 が 高 騰 し て し ま う 。 ま た 、 船 外 機 に 備 え た ガ ソ リ ン エ ン ジ ン か ら 二 酸 化 炭 素 が
排 出 さ れ 、 こ の 排 出 量 が 大 き い と 、 環 境 問 題 に 影 響 を 及 ぼ し て し ま う 。
　 そ こ で 、 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に 記 載 の よ う に 、 動 力 源 に 電 動 モ ー タ を 備 え た 船 外 機 が 考
案 さ れ て い る 。 こ の 電 動 モ ー タ は 、 Ｄ Ｃ １ ２ Ｖ で ス ク リ ュ ー を 回 転 さ せ 、 船 舶 を 駆 動 さ せ
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 昭 ５ ９ － ４ ５ ２ ９ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 電 動 モ ー タ 式 の 船 外 機 を 使 用 し て も 、 始 動 時 に は バ ッ テ リ ー （ 鉛 蓄 電 池 ） が 必
要 で あ る 。 ま た 、 上 記 バ ッ テ リ ー は 時 間 が 経 つ と 消 耗 す る 消 耗 品 で あ る 。 こ れ に よ り 、 バ
ッ テ リ ー を 消 耗 し た と き は 、 別 の バ ッ テ リ ー を 準 備 し て 交 換 す る 手 間 が 生 じ て し ま う 。
　 し か も 、 船 で 海 上 を 走 行 す る 場 合 、 自 動 車 と 異 な り 、 海 上 に は 給 油 設 備 ま た は 充 電 設 備
を 備 え て い な い 。 し た が っ て 、 海 上 に お い て 、 上 記 バ ッ テ リ ー が 消 耗 し た 場 合 に お い て 、
別 の バ ッ テ リ ー を 交 換 す る 手 段 が な い 。
　 ま た 、 船 舶 の 駆 動 能 力 を 高 め る 場 合 、 電 動 モ ー タ が 大 型 化 す れ ば 、 そ の 消 費 電 力 も 大 き
く な っ て し ま う 。 こ の た め 、 航 続 距 離 を 伸 ば す た め に は 容 量 の 大 き な 大 型 の バ ッ テ リ ー を
搭 載 し た り 、 予 備 の バ ッ テ リ ー を 搭 載 し た り す る 必 要 が あ る 。 し か し 、 重 量 が 嵩 み 、 余 分
な ス ペ ー ス が 必 要 に な り 、 特 に 小 型 の 船 舶 に と っ て は 好 ま し く な い 。
　 し た が っ て 、 従 来 の バ ッ テ リ ー （ 鉛 蓄 電 池 ） を 必 要 と せ ず 、 船 舶 に お い て そ の 船 舶 の 駆
動 源 と な る 電 源 が あ れ ば 、 上 記 問 題 を 解 決 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
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る と と も に 、 上 記 船 首 側 の 両 側 部 の 孔
の 周 囲 に は 半 円 球 状 の 板 が 設 け ら れ 、
　 上 記 導 水 管 は 、 船 尾 側 が 船 首 側 よ り 上 記 船 体 の 下 方 位 置 に 設 け ら れ 、

徐 々 に
か つ 船 体 の 幅 方 向 に 複 数 本 に 分 岐 す る と と も に 、 船 体 の 垂 直 方 向 に お い て も 複 数 本 に

分 岐 し 、 そ の 垂 直 方 向 に 分 岐 し た 導 水 管 の 船 首 側 部 分 は 、 上 側 の 船 首 側 部 分 の 勾 配 が 急 で
、 下 側 の 船 首 側 部 分 の 勾 配 は 上 側 の 船 首 側 部 分 の そ れ よ り 緩 く 設 け ら れ た

上 記 バ ッ テ リ ー に は 、 風 力 発 電 機 で 発 電 さ れ た 電 気 エ ネ ル ギ ー お よ び 太 陽 電 池 パ ネ ル で
得 ら れ た 電 気 エ ネ ル ギ ー が 蓄 え ら れ る 請 求 項 １ に 記 載 の バ ッ テ リ ー 駆 動 式 船 舶 。



　 そ こ で 、 本 願 発 明 者 は 、 鋭 意 努 力 し た 結 果 、 走 行 時 、 船 首 か ら 船 尾 に か け て 配 設 さ れ た
導 水 管 に 水 を 導 き 、 導 い た 水 で 水 車 ラ ン ナ ー を 回 し て ダ イ ナ モ で 電 気 エ ネ ル ギ ー を 発 生 さ
せ 、 そ の 電 気 エ ネ ル ギ ー を 船 舶 の 駆 動 源 に で き る こ と を 知 見 し 、 こ の 発 明 を 完 成 さ せ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 発 明 は 、 そ の 船 舶 の 走 行 に よ る 水 力 を 利 用 し て 発 電 し た 電 気 エ ネ ル ギ ー を 船 舶 の 駆
動 源 と す る バ ッ テ リ ー 駆 動 式 船 舶 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
　 ま た 、 こ の 発 明 は 、 そ の 船 舶 を 走 行 さ せ る の に 、 従 来 の バ ッ テ リ ー （ 鉛 蓄 電 池 ） を 必 要
と し な い バ ッ テ リ ー 駆 動 式 船 舶 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
　 さ ら に 、 こ の 発 明 は 、 船 体 に お い て 効 率 を 高 め て 発 電 を 行 う バ ッ テ リ ー 駆 動 式 船 舶 を 提
供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 バ ッ テ リ ー に 蓄 え ら れ た 電 気 エ ネ ル ギ ー で 船 舶 を 駆 動 す る バ
ッ テ リ ー 駆 動 式 船 舶 で あ っ て 、 船 体 の 船 首 か ら 船 尾 に か け て 設 け ら れ 、 か つ 複 数 本 に 分 岐
し た 船 首 側 部 分 と １ 本 に ま と ま っ た 船 尾 側 部 分 と か ら な る 導 水 管 と 、 該 導 水 管 の 船 尾 側 部
分 に 設 け ら れ 、 上 記 導 水 管 か ら 導 水 さ れ た 水 の 当 接 に よ り 機 械 エ ネ ル ギ ー を 生 成 す る 水 車
と 、 上 記 機 械 エ ネ ル ギ ー を 電 気 エ ネ ル ギ ー に 変 換 し 、 こ の 電 気 エ ネ ル ギ ー を 上 記 バ ッ テ リ
ー に 蓄 え る ダ イ ナ モ と を 備 え 、 上 記 船 体 の 船 首 側 の 中 央 部 お よ び そ の 両 側 部 に は 、 上 記 導
水 管 の 船 首 側 部 分 に 水 を 導 く 孔 が 垂 直 方 向 に そ れ ぞ れ 複 数 個 ず つ 並 ん で 配 設 さ れ

上 記 導 水 管 の 船 首 側 部 分 は 、 そ の 全 長 に
わ た り 船 尾 側 に 向 か っ て 先 細 り に 形 成 さ れ 、

バ ッ テ リ ー 駆 動 式 船 舶 で あ る 。
　 船 舶 の 種 類 は 限 定 さ れ ず 、 例 え ば 、 ク ル ー ザ 、 漁 船 、 ボ ー ト 、 客 船 で も よ い 。
　 船 舶 の 船 体 に 設 け ら れ る 導 水 管 の 本 数 は 限 定 さ れ な い 。 ま た 、 そ の 導 水 管 の 径 の 大 き さ
も 限 定 さ れ な い 。 導 水 管 の 長 さ も 限 定 さ れ な い 。
　 ま た 、 導 水 管 は 、 船 首 か ら 船 尾 に か け て 、 船 体 の 中 央 に １ 本 の み を 配 設 し て も よ い 。 ま
た は 、 船 首 の 両 側 部 か ら 水 が 導 入 さ れ る ２ 本 の 導 水 管 を 配 設 し て も よ い 。
　 上 記 導 水 管 に 水 を 導 く 孔 の 大 き さ は 限 定 さ れ な い 。
　 水 車 の 形 式 は 限 定 さ れ な い 。 ペ ル ト ン 水 車 （ 衝 動 水 車 ） 、 フ ラ ン シ ス 水 車 （ 反 動 水 車 ）
で も よ い 。
　 水 車 の 大 き さ は 限 定 さ れ な い 。 水 車 ラ ン ナ ー （ 羽 根 車 ） に 設 け ら れ る 羽 板 の 数 も 限 定 さ
れ な い 。 水 圧 を 受 け る 羽 板 の 面 積 も 限 定 さ れ な い 。
　 上 記 水 車 は 、 複 数 本 の 導 水 管 毎 に 設 け て も よ い し 、 １ 個 で も よ い 。
　 上 記 ダ イ ナ モ （ 発 電 機 ） か ら 発 電 さ れ る 電 気 エ ネ ル ギ ー の 発 電 量 は 限 定 さ れ な い 。 発 電
し た 電 気 エ ネ ル ギ ー は 、 コ ン バ ー タ な ど を 使 用 し て 直 流 ま た は 交 流 に し て も よ い 。
　 電 気 エ ネ ル ギ ー を 蓄 え る バ ッ テ リ ー の 蓄 電 容 量 も 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 船 舶 に は 、 船 首 か ら 船 尾 に か け て 導 水 管 が 配 設 さ れ て
い る 。 船 が 走 行 す る と 、 水 は 船 首 に 設 け ら れ た 各 孔 か ら 導 水 管 の 対 応 す る 船 首 側 部 分 に そ
れ ぞ れ 導 入 さ れ 、 そ の 後 に 船 尾 側 部 分 で 一 つ に な っ て 船 尾 ま で 流 れ て 排 出 さ れ る 。 そ し て
、 こ の 一 つ に な っ た 導 水 管 の 船 尾 側 部 分 を 流 れ る 水 で 、 船 尾 側 部 分 に 設 け ら れ た 水 車 の 水
車 ラ ン ナ ー （ 羽 根 車 ） を 回 す 。 こ れ に よ り 、 水 車 ラ ン ナ ー の 回 転 に よ る 機 械 エ ネ ル ギ ー を
発 生 す る こ と が で き る 。 ま た 、 ダ イ ナ モ （ 発 電 機 ） を 使 用 す れ ば 、 上 記 機 械 エ ネ ル ギ ー を
電 気 エ ネ ル ギ ー に 変 換 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 そ の 変 換 さ れ た 電 気 エ ネ ル ギ ー を 、 バ
ッ テ リ ー に 蓄 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 そ し て 、 バ ッ テ リ ー に 蓄 え た 電 気 エ ネ ル ギ ー を 、 船 舶 を 駆 動 さ せ る 駆 動 源 と し て 使 用 す
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る と と も
に 、 上 記 船 首 側 の 両 側 部 の 孔 の 周 囲 に は 半 円 球 状 の 板 が 設 け ら れ 、 上 記 各 導 水 管 は 、 船 尾
側 が 船 首 側 よ り 上 記 船 体 の 下 方 位 置 に 設 け ら れ 、

徐 々 に か つ 船 体 の 幅 方 向 に 複 数 本 に 分 岐 す る
と と も に 、 船 体 の 垂 直 方 向 に お い て も 複 数 本 に 分 岐 し 、 そ の 垂 直 方 向 に 分 岐 し た 導 水 管 の
船 首 側 部 分 は 、 上 側 の 船 首 側 部 分 の 勾 配 が 急 で 、 下 側 の 船 首 側 部 分 の 勾 配 は 上 側 の 船 首 側
部 分 の そ れ よ り 緩 く 設 け ら れ た



る こ と が で き る 。 例 え ば 、 バ ッ テ リ ー に 蓄 え た 電 気 エ ネ ル ギ ー を 使 用 し て 、 電 動 モ ー タ を
備 え た 船 外 機 な ど を 動 か す 駆 動 源 と し て 使 用 す る こ と が で き る 。 ま た 、 従 来 の バ ッ テ リ ー
（ 鉛 蓄 電 器 ） の 代 わ り に 、 そ の 電 源 を 使 用 し て ガ ソ リ ン エ ン ジ ン を 搭 載 し た 船 外 機 の 始 動
時 な ど の 電 源 と し て 使 用 す る こ と が で き る 。
　 さ ら に 、 導 水 管 の 船 首 側 部 分 は 、 全 長 に わ た っ て そ の 径 が 船 尾 に 向 か っ て 小 さ く
形 成 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 船 首 か ら 船 尾 に か け て 、 導 水 管 の 水 を 速 や か に 流 す こ と が
で き る 。 そ し て 、 船 尾 に 設 け ら れ た 水 車 の 水 車 ラ ン ナ ー を 効 率 よ く 回 転 さ せ 、 ダ イ ナ モ の
発 電 量 を 高 め る こ と が で き る 。
　 ま た 、 船 舶 は そ の 速 度 が 増 す に つ れ 、 船 首 に 受 け る 風 に よ っ て 、 船 体 の 船 首 側 が 持 ち 上
げ ら れ る 。 こ れ に よ り 、 船 首 側 部 分 か ら 水 を 導 入 し に く い 状 態 が 生 じ る お そ れ が あ る 。 そ
こ で 、 船 体 の 船 首 側 の 中 央 部 お よ び そ の 両 側 部 に は 、 垂 直 方 向 に 複 数 個 ず つ 並 ん で 孔 が 設
け ら れ て い る 。 こ れ に よ り 、 速 度 が 増 し 、 船 首 が 持 ち 上 げ ら れ て も 、 船 体 の 底 部 に 近 い 孔
か ら 水 を 導 水 管 に 導 き や す い 。
　 そ の 導 水 管 の 船 首 側 か ら 船 尾 ま で の 勾 配 は 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、

バ ッ テ
リ ー 駆 動 式 船 舶 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 風 力 発 電 の 発 電 量 は 限 定 さ れ な い 。 ま た 、 太 陽 光 発 電 機 の 発 電 量 は 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 に よ れ ば 、 通 常 の 走 行 時 に は 、 水 車 の 水 車 ラ ン ナ ー の 回 転 に よ り 発 電 し 、 得 ら
れ た 電 気 エ ネ ル ギ ー を バ ッ テ リ ー に 蓄 え る こ と が 可 能 で あ る 。 ま た 、 通 常 走 行 時 、 風 力 に
よ り プ ロ ペ ラ を 回 し 、 こ れ に よ り 得 ら れ た 電 気 エ ネ ル ギ ー を 上 記 バ ッ テ リ ー に 蓄 え る こ と
も で き る 。
　 し か し 、 始 動 時 ま た は ト ロ ー リ ン グ （ 流 し 釣 り ） 時 に は 、 水 車 ラ ン ナ ー か ら の 発 電 が 期
待 で き な い 。 そ こ で 、 始 動 時 ま た は ト ロ ー リ ン グ 時 に は 、 太 陽 電 池 パ ネ ル で 得 ら れ た 電 気
エ ネ ル ギ ー を 使 用 し て 、 電 動 モ ー タ や 船 外 機 を 始 動 す る こ と も で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 船 舶 に は 、 船 首 か ら 船 尾 に か け て 導 水 管 が 配 設 さ
れ て い る 。 船 の 走 行 時 、 水 が 船 首 に 設 け ら れ た 各 孔 か ら 導 水 管 の 対 応 す る 船 首 側 部 分 に そ
れ ぞ れ 導 入 さ れ 、 そ の 後 に 船 尾 側 部 分 で 一 つ に な っ て 船 尾 ま で 流 れ て 排 出 さ れ る 。 そ し て
、 こ の 一 つ に な っ た 導 水 管 の 船 尾 側 部 分 を 流 れ る 水 に よ り 、 船 尾 側 部 分 に 設 け ら れ た 水 車
の 水 車 ラ ン ナ ー を 回 す こ と が で き る 。 そ し て 、 水 車 ラ ン ナ ー を 回 す こ と に よ り 、 水 車 ラ ン
ナ ー の 回 転 に よ る 機 械 エ ネ ル ギ ー を 発 生 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 ダ イ ナ モ を 使 用 し て
、 機 械 エ ネ ル ギ ー を 電 気 エ ネ ル ギ ー に 変 換 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 そ の 変 換 さ れ た 電
気 エ ネ ル ギ ー を 、 バ ッ テ リ ー に 蓄 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 そ し て 、 バ ッ テ リ ー に 蓄 え た 電 気 エ ネ ル ギ ー は 、 船 舶 を 駆 動 さ せ る 駆 動 源 と し て 使 用 す
る こ と が で き る 。 例 え ば 、 バ ッ テ リ ー に 蓄 え た 電 気 エ ネ ル ギ ー を 使 用 し て 、 船 舶 を 動 か す
電 動 モ ー タ を 備 え た 船 外 機 を 動 か す 駆 動 源 と し て 使 用 す る こ と が で き る 。 ま た 、 従 来 の バ
ッ テ リ ー の 代 わ り に 、 そ の 電 源 を 使 用 し て ガ ソ リ ン エ ン ジ ン を 搭 載 し た 船 外 機 の 始 動 時 な
ど の 電 源 と し て 使 用 す る こ と が で き る 。
　 さ ら に 、 導 水 管 は 船 首 側 部 分 の 全 長 に わ た り 、 そ の 径 が 船 尾 に 向 か っ て 小 さ く 形
成 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 船 首 か ら 船 尾 に か け て 、 導 水 管 の 水 を 速 や か に 流 す こ と が で
き る 。 そ し て 、 船 尾 側 部 分 に 設 け ら れ た 水 車 の 水 車 ラ ン ナ ー を 効 率 よ く 回 転 さ せ 、 ダ イ ナ
モ の 発 電 量 を 高 め る こ と が で き る 。
　 ま た 、 船 体 の 船 首 側 の 中 央 部 お よ び そ の 両 側 部 に は 、 垂 直 方 向 に そ れ ぞ れ 複 数 個 ず つ 並
ん で 孔 が 配 設 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 船 の 速 度 が 増 し 、 船 首 に 受 け る 風 に よ っ て 、 船 首
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上 記 バ ッ テ リ ー に は 、 風 力 発 電 機 で 発 電 さ れ た 電 気 エ ネ ル ギ
ー お よ び 太 陽 電 池 パ ネ ル で 得 ら れ た 電 気 エ ネ ル ギ ー が 蓄 え ら れ る 請 求 項 １ に 記 載 の

こ の 発 明

徐 々 に



が 持 ち 上 げ ら れ て も 、 船 体 の 底 部 に 近 い 孔 か ら 水 を 導 水 管 に 導 き や す い 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 、 こ の 発 明 の 第 １ の 実 施 例 を 図 １ ～ 図 ６ を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 本 実 施 例 で は 、 フ ィ ッ シ ン グ ボ ー ト を 使 用 し た バ ッ テ リ ー 駆 動 式 船 舶 に つ い て 説 明 す る
。
　 図 １ ～ 図 ３ に 示 す よ う に 、 フ ィ ッ シ ン グ ボ ー ト に は 、 水 を 船 首 か ら 導 き 、 そ の 水 を 船 尾
か ら 排 水 す る １ 本 の 導 水 管 １ １ が 、 船 体 １ ０ の 船 首 か ら 船 尾 に か け て 設 け ら れ て い る 。 導
水 管 １ １ は 、 剛 性 で か つ 対 錆 性 を 有 す る 素 材 で 形 成 さ れ て い る 。 例 え ば 、 プ ラ ス チ ッ ク （
塩 化 ビ ニ ル な ど の 合 成 樹 脂 ） で 形 成 さ れ て い る 。
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 船 体 １ ０ の 船 首 側 の 中 央 部 と そ の 両 側 部 と に は 、 導 水 管 １ １ の ３ 本
に 分 岐 し た 船 首 側 部 分 の 各 一 端 が 配 設 さ れ て い る 。 ま た 、 導 水 管 １ １ の 分 岐 し た 各 船 首 側
部 分 の 他 端 は 、 導 水 管 １ １ の １ 本 に ま と ま っ た 船 尾 側 部 分 に そ れ ぞ れ 連 通 さ れ て い る 。 船
首 側 の ３ 本 の 導 水 管 １ １ は 、 そ の 途 中 で ま と ま り １ 本 の 導 水 管 １ １ と な る 。 そ し て 、 導 水
管 １ １ の 船 尾 側 部 分 は 、 水 車 ラ ン ナ ー １ ２ を 介 し て 、 船 尾 の 排 水 孔 と 連 通 し て い る 。
　 ま た 、 導 水 管 １ １ は 、 船 首 側 よ り 船 尾 側 が 船 体 １ ０ の 低 い 位 置 に 存 在 す る よ う に 配 設 さ
れ て い る 。 す な わ ち 、 導 水 管 １ １ は 、 船 首 か ら 船 尾 ま で 所 定 勾 配 を 有 し て 配 設 さ れ る 。
　 さ ら に 、 導 水 管 １ １ の 船 首 側 部 分 の 径 は 、 船 首 側 よ り 船 尾 側 が 小 さ く 形 成 さ れ て い る 。
そ の 径 は 、 例 え ば 、 船 首 側 が 略 １ ０ ０ ｍ ｍ の 大 き さ で 、 船 尾 側 が 略 ６ ０ ｍ ｍ の 大 き さ を 有
し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 次 に 、 水 車 に つ い て 説 明 す る 。 船 体 １ ０ の 船 尾 側 部 分 の 底 部 に は 、 水 車 が 配 設 さ れ て い
る 。 そ の 水 車 の 形 式 は 、 例 え ば 、 ペ ル ト ン 水 車 が 使 用 さ れ る 。 そ の 水 車 の 水 車 ラ ン ナ ー １
２ （ 羽 根 車 ） は 、 そ の 周 方 向 に 所 定 間 隔 を 有 し て 複 数 個 の 水 か き 用 の 羽 板 を 備 え て い る 。
そ の 水 車 の 大 き さ は 、 船 舶 の 船 体 １ ０ の 大 き さ に よ っ て 決 定 さ れ る 。 ま た 、 羽 板 の 数 は 、
船 舶 に 大 き さ に よ っ て 決 定 さ れ る 。 ま た 、 水 圧 を 受 け る 羽 板 の 面 積 も 船 舶 の 大 き さ に よ っ
て 決 定 さ れ る 。 こ れ ら の 羽 板 お よ び 面 積 に よ り 、 回 転 数 が 決 定 さ れ る 。
　 水 車 ラ ン ナ ー １ ２ は 、 略 箱 形 状 の 水 槽 ２ ４ の な か に 配 設 さ れ る 。 そ の 水 槽 ２ ４ の 船 首 側
の 側 面 に は 、 導 水 管 １ １ の 船 尾 側 部 分 の 船 首 側 が 連 結 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 水 車 ラ ン ナ
ー １ ２ は 、 水 槽 ２ ４ の な か で 、 船 首 か ら 導 水 管 １ １ を 流 れ た 水 が そ の 羽 板 を 当 接 す る よ う
に 配 設 さ れ て い る 。
　 水 槽 ２ ４ の 船 尾 側 の 側 面 側 に は 、 水 車 ラ ン ナ ー を 当 接 し た 後 の 水 が 流 れ る よ う に 、 排 水
口 ２ ５ が 設 け ら れ る 。 そ し て 、 そ の 排 水 口 ２ ５ か ら 船 尾 の 排 水 孔 １ ６ ま で 導 水 管 １ １ の 船
尾 側 部 分 の 船 尾 側 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 次 に 、 ダ イ ナ モ １ ３ に つ い て 説 明 す る 。 船 体 １ ０ の 船 尾 側 に は 、 上 記 水 車 ラ ン ナ ー １ ２
の 回 転 軸 と 連 結 さ れ 、 そ の 水 車 ラ ン ナ ー １ ２ の 回 転 を 電 気 エ ネ ル ギ ー に 変 換 す る ダ イ ナ モ
１ ３ が 配 設 さ れ て い る 。 そ の ダ イ ナ モ は 、 上 記 水 車 ラ ン ナ ー の 回 転 に 伴 い 、 所 定 電 圧 、 所
定 電 力 の 電 気 エ ネ ル ギ ー に 変 換 し て 発 電 す る も の で あ る 。
　 図 １ に 示 す よ う に 、 船 体 １ ０ に は 、 上 記 水 車 と は 別 に 、 風 力 発 電 機 お よ び 太 陽 電 池 パ ネ
ル ２ ２ が 設 け ら れ る 。 船 体 の 船 室 （ キ ャ ビ ン ） の 屋 根 に は 、 風 力 発 電 機 用 の プ ロ ペ ラ ２ １
が 配 設 さ れ る 。 そ し て 、 風 力 で 回 転 す る プ ロ ペ ラ ２ １ の 機 械 エ ネ ル ギ ー を 電 気 エ ネ ル ギ ー
に 変 換 す る 第 ２ の ダ イ ナ モ ２ ３ が 設 け ら れ る 。
　 ま た 、 船 室 の 屋 根 に は 太 陽 電 池 パ ネ ル ２ ２ が 配 設 さ れ て い る 。 な お 、 太 陽 電 池 パ ネ ル ２
２ は 、 船 室 の 屋 根 の 限 定 さ れ ず 、 太 陽 光 を 受 け や す い 場 所 に 設 置 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 そ し て 、 船 体 １ ０ に は 、 上 記 ダ イ ナ モ １ ３ で 発 電 し た 電 気 エ ネ ル ギ ー を 蓄 え る バ ッ テ リ
ー １ ４ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 こ の バ ッ テ リ ー １ ４ は 、 上 記 風 力 発 電 用 の プ ロ ペ ラ ２ １
の 回 転 に よ り 得 ら れ た 電 気 エ ネ ル ギ ー を 蓄 え る こ と も で き る 。 さ ら に 、 上 記 太 陽 電 池 パ ネ
ル ２ ２ で 受 光 し て 得 ら れ た 電 気 エ ネ ル ギ ー を 蓄 え る こ と も で き る 。 水 力 、 風 力 ま た は 太 陽
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光 の 切 り 換 え は 、 図 示 し な い ス イ ッ チ 回 路 に よ り 行 っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 次 に 、 本 願 発 明 に 係 る 船 舶 の バ ッ テ リ ー 駆 動 法 に つ い て 説 明 す る 。
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 船 が 走 行 す る と 、 水 は 船 首 に 設 け ら れ た 導 水 孔 １ ５ か ら 導 水 管 １ １
に 導 入 さ れ る 。 そ の 導 水 管 １ １ に 導 入 さ れ た 水 は 船 尾 ま で 流 れ 、 船 尾 に 設 け ら れ た 排 水 孔
１ ６ か ら 船 体 １ ０ の 外 に 排 出 さ れ る 。
　 船 体 １ ０ の 両 側 面 の 導 水 孔 １ ５ の 周 囲 に は 、 半 円 球 状 の 板 が そ れ ぞ れ 設 け ら れ て い
る 。 こ の 半 円 状 の 板 に よ り 、 走 行 時 の 潮 の 流 れ か ら 生 じ る 水 を 導 水 孔 １ ５ に 導 き や
す く な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 記 導 水 管 １ １ は 、 船 首 側 よ り 船 尾 側 が 船 体 １ ０ の 下 方 に 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 導 水
管 １ １ の 船 首 側 部 分 は 、 そ の 径 の 大 き さ が 船 首 側 か ら 船 尾 側 に 向 か っ て 先 細 り に 形 成 さ れ
て い る 。
　 図 ４ の グ ラ フ に 示 す よ う に 、 船 首 側 の 圧 力 、 船 首 側 の 流 速 、 あ る 基 準 位 置 か ら の 船 首 側
の 位 置 を そ れ ぞ れ ｐ １ 、 υ １ 、 ｈ １ と す る 。 ま た 、 船 尾 側 の 圧 力 、 船 尾 側 の 流 速 、 あ る 基
準 位 置 か ら の 船 尾 側 の 位 置 を そ れ ぞ れ ｐ ２ 、 υ ２ 、 ｈ ２ と す る 。 船 体 １ ０ の 導 水 管 １ １ を
流 れ る 水 に は 、 次 の 式 を 満 た す ベ ル ヌ ー イ の 定 理 が 働 く 。
　 　 　 　 ｇ ｈ １ ＋ ｐ １ ／ ρ ＋ υ １

２ ／ ２ ＝ ｇ ｈ ２ ＋ ｐ ２ ／ ρ ＋ υ ２
２ ／ ２

　 こ こ で 、 ｇ は 重 力 加 速 度 （ ｍ ／ ｓ ２ ） 、 ρ は 密 度 （ ｋ ｇ ／ ｍ ３ ） で あ る 。
　 導 水 管 １ １ の 船 首 側 の 径 と 導 水 管 １ １ の 船 尾 側 の 径 と が 同 じ と き 、 船 尾 側 が 船 首 側 よ り
低 い 位 置 に あ る と 、 船 尾 側 の 水 の 流 速 が 船 首 側 の そ れ よ り も 増 す 。
　 ま た 、 基 準 位 置 か ら の 導 水 管 １ １ の 船 首 側 の 位 置 と 導 水 管 １ １ の 船 尾 側 の 位 置 と が 同 じ
と き 、 導 水 管 １ １ の 船 尾 側 の 径 の 大 き さ が 導 水 管 １ １ の 船 首 側 の 径 の 大 き さ よ り 小 さ い と
、 船 尾 側 の 水 の 流 速 が 船 首 側 の そ れ よ り も 増 す 。
　 こ れ に よ り 、 船 首 か ら 船 尾 に か け て 導 水 管 １ １ の 水 の 流 れ を よ く す る こ と が で き る と と
も に 、 船 尾 側 の 水 の 流 速 を 増 す こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 船 尾 側 に 設 け ら れ た 水 車 ラ ン
ナ ー の 羽 板 へ の 水 の 当 接 力 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 そ し て 、 こ の 導 水 管 １ １ に 流 れ る 水 で 、 船 尾 に 設 け ら れ た 水 車 ラ ン ナ ー １ ２ を 回 す 。 す
な わ ち 、 導 水 管 １ １ か ら 導 か れ た 水 が 水 車 ラ ン ナ ー １ ２ の 羽 板 に 当 設 す る 。 こ れ に よ り 、
水 車 ラ ン ナ ー １ ２ を 所 定 の 回 転 数 で 回 し 、 そ の 回 転 で 機 械 エ ネ ル ギ ー を 発 生 す る こ と が で
き る 。
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 導 水 管 １ １ の 分 岐 し た ３ 本 の 船 首 側 部 分 は 船 尾 側 部 分 に 達 し た と こ
ろ で １ 本 に ま と ま っ て い る 。 そ し て 、 導 水 管 １ １ の １ 本 と な っ た 船 尾 側 部 分 に 水 車 ラ ン ナ
ー １ ２ が 配 設 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 導 水 管 １ １ の 各 船 首 側 部 分 に 流 れ る 水 が 一 つ に な
り 、 船 首 側 の 水 流 が １ 本 の み 導 水 管 １ １ が 配 設 さ れ た 場 合 よ り も 増 大 す る 。 こ れ に よ り 、
水 車 ラ ン ナ ー １ ２ の 羽 板 を 回 す 当 接 力 を 増 大 さ せ る こ と が で き る 。
　 ま た 、 ダ イ ナ モ １ ３ を 使 用 す れ ば 、 機 械 エ ネ ル ギ ー を 電 気 エ ネ ル ギ ー に 変 換 す る こ と が
で き る 。 さ ら に 、 そ の 変 換 さ れ た 電 気 エ ネ ル ギ ー を 、 バ ッ テ リ ー １ ４ に 蓄 え る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 そ し て 、 バ ッ テ リ ー １ ４ に 蓄 え た 電 気 エ ネ ル ギ ー を 、 船 舶 を 駆 動 さ せ る 動 力 限 と し て 使
用 す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 バ ッ テ リ ー １ ４ に 蓄 え た 電 気 エ ネ ル ギ ー を 使 用 し て 、 船
舶 を 動 か す 電 動 モ ー タ を 動 か す 駆 動 源 と し て 使 用 す る こ と が で き る 。 ま た 、 従 来 の バ ッ テ
リ ー （ 鉛 蓄 電 池 ） の 代 わ り に 、 そ の 電 源 を 使 用 し て ガ ソ リ ン エ ン ジ ン を 搭 載 し た 船 外 機 の
始 動 時 な ど の 電 源 と し て 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 上 述 の よ う に 、 通 常 の 走 行 時 、 バ ッ テ リ ー １ ４ に は 水 車 ラ ン ナ ー １ ２ の 回 転 に よ り 得 ら
れ た 電 気 エ ネ ル ギ ー を 蓄 え る こ と が 可 能 で あ る 。 ま た 、 船 室 の 屋 根 に 設 け ら れ た プ ロ ペ ラ
２ １ が 風 力 に よ り 回 転 し 、 こ の 回 転 に よ り 得 ら れ た 電 気 エ ネ ル ギ ー を 蓄 え る こ と が 可 能 で
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あ る 。
　 し か し 、 始 動 時 ま た は ト ロ ー リ ン グ （ 流 し 釣 り ） 時 に は 、 水 車 ラ ン ナ ー １ ２ か ら 水 車 の
回 転 数 が 低 く 、 得 ら れ る 電 気 量 も 小 さ く て 期 待 で き な い 。 ま た 、 風 力 発 電 の 場 合 も 同 様 で
あ る 。
　 そ こ で 、 始 動 時 ま た は ト ロ ー リ ン グ 時 に は 、 太 陽 光 に よ り 得 ら れ た 電 気 エ ネ ル ギ ー を 蓄
え る 。 そ し て 、 好 天 時 に お い て 、 太 陽 光 発 電 で 得 ら れ た 電 気 エ ネ ル ギ ー を バ ッ テ リ ー １ ４
に 蓄 え て お き 、 そ の 蓄 え た 電 気 エ ネ ル ギ ー を 始 動 時 ま た は ト ロ ー リ ン グ 時 の 船 舶 の 駆 動 用
と し て 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 次 に 、 船 舶 が 速 度 を 増 し た と き の 導 水 に つ い て 図 ５ ～ 図 ７ を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 船 体 １ ０ が 速 度 を 増 し て 走 行 す る と 、 船 体 １ ０ の 船 首 が 上 方 に 持 ち
上 げ ら れ る 現 象 が 生 じ る 。 こ れ に よ り 、 船 首 側 に 設 け ら れ た 導 水 孔 １ ５ か ら 導 水 管 １ １ に
水 を 導 入 し に く く な っ て し ま う 。
　 そ こ で 、 図 ６ お よ び 図 ７ に 示 す よ う に 、 上 記 船 体 １ ０ の 船 首 側 の 中 央 部 お よ び そ の 両 側
部 に は 、 上 記 導 水 管 １ １ に 導 く 導 水 孔 １ ５ が 船 体 １ ０ の 垂 直 方 向 に 複 数 個 並 ん で 配 設 さ れ
て い る 。 こ れ に よ り 、 船 舶 の 速 度 が 増 し 、 船 首 側 が 上 方 に 持 ち 上 げ ら れ て も 、 垂 直 方 向 に
設 け ら れ た 複 数 個 の 導 水 孔 １ ５ の う ち 、 底 部 に 近 い 導 水 孔 １ ５ か ら 水 を 導 入 す る こ と が で
き 、 水 車 ラ ン ナ ー を 回 し て 発 電 す る こ と が で き る 。
　 一 方 、 水 が 導 入 さ れ な い 上 方 の 導 水 孔 １ ５ か ら は 、 走 行 時 の 風 力 を 導 水 管 １ １ に 導 入 し
て 、 こ の 風 力 を 使 用 し て 風 力 発 電 機 の プ ロ ペ ラ （ 屋 根 に 設 け ら れ た プ ロ ペ ラ ２ １ と は 別 ）
を 回 し 、 風 力 発 電 と す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 実 施 例 １ に 係 る バ ッ テ リ ー 動 駆 式 船 舶 の 全 体 構 成 を 示 す 斜 視 図 で あ る
。
【 図 ２ 】 こ の 発 明 の 実 施 例 １ に 係 る バ ッ テ リ ー 駆 動 式 船 舶 の 全 体 構 成 を 示 す 側 面 図 で あ る
。
【 図 ３ 】 こ の 発 明 の 実 施 例 １ に 係 る バ ッ テ リ ー 駆 動 式 船 舶 の 全 体 構 成 を 示 す 平 面 図 で あ る
。
【 図 ４ 】 こ の 発 明 の 実 施 例 １ に 係 る 導 水 管 の ベ ル ヌ ー イ の 定 理 を 説 明 す る グ ラ フ で あ る 。
【 図 ５ 】 従 来 に 係 る バ ッ テ リ ー 駆 動 式 船 舶 の 走 行 時 の 状 態 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 こ の 発 明 の 実 施 例 １ に 係 る バ ッ テ リ ー 駆 動 式 船 舶 の 走 行 時 の 状 態 を 示 す 側 面 図 で
あ る 。
【 図 ７ 】 こ の 発 明 の 実 施 例 １ に 係 る バ ッ テ リ ー 駆 動 式 船 舶 の 船 首 側 の 構 成 を 示 す 正 面 図 で
あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 １ ０ 　 船 体 、
　 １ １ 　 導 水 管 、
　 １ ２ 　 水 車 ラ ン ナ ー （ 水 車 ） 、
　 １ ３ 　 ダ イ ナ モ 、
　 １ ４ 　 バ ッ テ リ ー 、
　 １ ５ 　 導 水 孔 、
　 １ ６ 　 排 水 孔 。
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 2月 26日 (2007.2.26)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
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【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 バ ッ テ リ ー に 蓄 え ら れ た 電 気 エ ネ ル ギ ー で 船 舶 を 駆 動 す る バ ッ テ リ ー 駆 動 式 船 舶 で あ っ
て 、
　 船 体 の 船 首 か ら 船 尾 に か け て 設 け ら れ 、 か つ 複 数 本 に 分 岐 し た 船 首 側 部 分 と １ 本 に ま と
ま っ た 船 尾 側 部 分 と か ら な る 導 水 管 と 、
　 該 導 水 管 の 船 尾 側 部 分 に 設 け ら れ 、 上 記 導 水 管 か ら 導 水 さ れ た 水 の 当 接 に よ り 機 械 エ ネ
ル ギ ー を 生 成 す る 水 車 と 、
　 上 記 機 械 エ ネ ル ギ ー を 電 気 エ ネ ル ギ ー に 変 換 し 、 こ の 電 気 エ ネ ル ギ ー を 上 記 バ ッ テ リ ー
に 蓄 え る ダ イ ナ モ と を 備 え 、
　 上 記 船 体 の 船 首 側 の 中 央 部 お よ び そ の 両 側 部 に は 、 上 記 導 水 管 の 船 首 側 部 分 に 水 を 導 く
孔 が 垂 直 方 向 に そ れ ぞ れ 複 数 個 ず つ 並 ん で 配 設 さ れ る と と も に 、

が 設 け ら れ 、
　 上 記 導 水 管 は 、 船 尾 側 が 船 首 側 よ り 上 記 船 体 の 下 方 位 置 に 設 け ら れ 、
　 上 記 導 水 管 の 船 首 側 部 分 は 、 そ の 全 長 に わ た り 船 尾 側 に 向 か っ て 除 々 に 先 細 り に 形 成 さ
れ 、 か つ 船 体 の 幅 方 向 に 複 数 本 に 分 岐 す る と と も に 、 船 体 の 垂 直 方 向 に お い て も 複 数 本 に
分 岐 し 、 そ の 垂 直 方 向 に 分 岐 し た 導 水 管 の 船 首 側 部 分 は 、 上 側 の 船 首 側 部 分 の 勾 配 が 急 で
、 下 側 の 船 首 側 部 分 の 勾 配 は 上 側 の 船 首 側 部 分 の そ れ よ り 緩 く 設 け ら れ た バ ッ テ リ ー 駆 動
式 船 舶 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 バ ッ テ リ ー に は 、 風 力 発 電 機 で 発 電 さ れ た 電 気 エ ネ ル ギ ー お よ び 太 陽 電 池 パ ネ ル で
得 ら れ た 電 気 エ ネ ル ギ ー が 蓄 え ら れ る 請 求 項 １ に 記 載 の バ ッ テ リ ー 駆 動 式 船 舶 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は バ ッ テ リ ー 駆 動 式 船 舶 、 詳 し く は 電 動 で 船 舶 を 駆 動 す る 電 動 式 の 船 舶 駆 動 の
技 術 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 に 、 船 舶 を 駆 動 す る の に 、 そ の 駆 動 源 と し て 船 外 機 を 使 用 し て い る 。 そ の 船 外 機 は
、 ガ ソ リ ン を 使 用 し た 内 燃 機 関 、 す な わ ち 、 ガ ソ リ ン エ ン ジ ン を 搭 載 し て い る 。 ガ ソ リ ン
は 、 そ の 価 格 の 変 動 が 激 し く 、 ま た 急 に 高 騰 す る 場 合 も 生 じ る 。 こ れ に よ り 、 船 舶 を 駆 動
す る 燃 料 費 が 高 騰 し て し ま う 。 ま た 、 船 外 機 に 備 え た ガ ソ リ ン エ ン ジ ン か ら 二 酸 化 炭 素 が
排 出 さ れ 、 こ の 排 出 量 が 大 き い と 、 環 境 問 題 に 影 響 を 及 ぼ し て し ま う 。
　 そ こ で 、 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に 記 載 の よ う に 、 動 力 源 に 電 動 モ ー タ を 備 え た 船 外 機 が 考
案 さ れ て い る 。 こ の 電 動 モ ー タ は 、 Ｄ Ｃ １ ２ Ｖ で ス ク リ ュ ー を 回 転 さ せ 、 船 舶 を 駆 動 さ せ
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 昭 ５ ９ － ４ ５ ２ ９ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 電 動 モ ー タ 式 の 船 外 機 を 使 用 し て も 、 始 動 時 に は バ ッ テ リ ー （ 鉛 蓄 電 池 ） が 必
要 で あ る 。 ま た 、 上 記 バ ッ テ リ ー は 時 間 が 経 つ と 消 耗 す る 消 耗 品 で あ る 。 こ れ に よ り 、 バ
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ッ テ リ ー を 消 耗 し た と き は 、 別 の バ ッ テ リ ー を 準 備 し て 交 換 す る 手 間 が 生 じ て し ま う 。
　 し か も 、 船 で 海 上 を 走 行 す る 場 合 、 自 動 車 と 異 な り 、 海 上 に は 給 油 設 備 ま た は 充 電 設 備
を 備 え て い な い 。 し た が っ て 、 海 上 に お い て 、 上 記 バ ッ テ リ ー が 消 耗 し た 場 合 に お い て 、
別 の バ ッ テ リ ー を 交 換 す る 手 段 が な い 。
　 ま た 、 船 舶 の 駆 動 能 力 を 高 め る 場 合 、 電 動 モ ー タ が 大 型 化 す れ ば 、 そ の 消 費 電 力 も 大 き
く な っ て し ま う 。 こ の た め 、 航 続 距 離 を 伸 ば す た め に は 容 量 の 大 き な 大 型 の バ ッ テ リ ー を
搭 載 し た り 、 予 備 の バ ッ テ リ ー を 搭 載 し た り す る 必 要 が あ る 。 し か し 、 重 量 が 嵩 み 、 余 分
な ス ペ ー ス が 必 要 に な り 、 特 に 小 型 の 船 舶 に と っ て は 好 ま し く な い 。
　 し た が っ て 、 従 来 の バ ッ テ リ ー （ 鉛 蓄 電 池 ） を 必 要 と せ ず 、 船 舶 に お い て そ の 船 舶 の 駆
動 源 と な る 電 源 が あ れ ば 、 上 記 問 題 を 解 決 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 、 本 願 発 明 者 は 、 鋭 意 努 力 し た 結 果 、 走 行 時 、 船 首 か ら 船 尾 に か け て 配 設 さ れ た
導 水 管 に 水 を 導 き 、 導 い た 水 で 水 車 ラ ン ナ ー を 回 し て ダ イ ナ モ で 電 気 エ ネ ル ギ ー を 発 生 さ
せ 、 そ の 電 気 エ ネ ル ギ ー を 船 舶 の 駆 動 源 に で き る こ と を 知 見 し 、 こ の 発 明 を 完 成 さ せ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 発 明 は 、 そ の 船 舶 の 走 行 に よ る 水 力 を 利 用 し て 発 電 し た 電 気 エ ネ ル ギ ー を 船 舶 の 駆
動 源 と す る バ ッ テ リ ー 駆 動 式 船 舶 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
　 ま た 、 こ の 発 明 は 、 そ の 船 舶 を 走 行 さ せ る の に 、 従 来 の バ ッ テ リ ー （ 鉛 蓄 電 池 ） を 必 要
と し な い バ ッ テ リ ー 駆 動 式 船 舶 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
　 さ ら に 、 こ の 発 明 は 、 船 体 に お い て 効 率 を 高 め て 発 電 を 行 う バ ッ テ リ ー 駆 動 式 船 舶 を 提
供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 バ ッ テ リ ー に 蓄 え ら れ た 電 気 エ ネ ル ギ ー で 船 舶 を 駆 動 す る バ
ッ テ リ ー 駆 動 式 船 舶 で あ っ て 、 船 体 の 船 首 か ら 船 尾 に か け て 設 け ら れ 、 か つ 複 数 本 に 分 岐
し た 船 首 側 部 分 と １ 本 に ま と ま っ た 船 尾 側 部 分 と か ら な る 導 水 管 と 、 該 導 水 管 の 船 尾 側 部
分 に 設 け ら れ 、 上 記 導 水 管 か ら 導 水 さ れ た 水 の 当 接 に よ り 機 械 エ ネ ル ギ ー を 生 成 す る 水 車
と 、 上 記 機 械 エ ネ ル ギ ー を 電 気 エ ネ ル ギ ー に 変 換 し 、 こ の 電 気 エ ネ ル ギ ー を 上 記 バ ッ テ リ
ー に 蓄 え る ダ イ ナ モ と を 備 え 、 上 記 船 体 の 船 首 側 の 中 央 部 お よ び そ の 両 側 部 に は 、 上 記 導
水 管 の 船 首 側 部 分 に 水 を 導 く 孔 が 垂 直 方 向 に そ れ ぞ れ 複 数 個 ず つ 並 ん で 配 設 さ れ る と と も
に 、 が
設 け ら れ 、 上 記 導 水 管 は 、 船 尾 側 が 船 首 側 よ り 上 記 船 体 の 下 方 位 置 に 設 け ら れ 、 上 記 導 水
管 の 船 首 側 部 分 は 、 そ の 全 長 に わ た り 船 尾 側 に 向 か っ て 除 々 に 先 細 り に 形 成 さ れ 、 か つ 船
体 の 幅 方 向 に 複 数 本 に 分 岐 す る と と も に 、 船 体 の 垂 直 方 向 に お い て も 複 数 本 に 分 岐 し 、 そ
の 垂 直 方 向 に 分 岐 し た 導 水 管 の 船 首 側 部 分 は 、 上 側 の 船 首 側 部 分 の 勾 配 が 急 で 、 下 側 の 船
首 側 部 分 の 勾 配 は 上 側 の 船 首 側 部 分 の そ れ よ り 緩 く 設 け ら れ た バ ッ テ リ ー 駆 動 式 船 舶 で あ
る 。
　 船 舶 の 種 類 は 限 定 さ れ ず 、 例 え ば 、 ク ル ー ザ 、 漁 船 、 ボ ー ト 、 客 船 で も よ い 。
　 船 舶 の 船 体 に 設 け ら れ る 導 水 管 の 本 数 は 限 定 さ れ な い 。 ま た 、 そ の 導 水 管 の 径 の 大 き さ
も 限 定 さ れ な い 。 導 水 管 の 長 さ も 限 定 さ れ な い 。
　 ま た 、 導 水 管 は 、 船 首 か ら 船 尾 に か け て 、 船 体 の 中 央 に １ 本 の み を 配 設 し て も よ い 。 ま
た は 、 船 首 の 両 側 部 か ら 水 が 導 入 さ れ る ２ 本 の 導 水 管 を 配 設 し て も よ い 。
　 上 記 導 水 管 に 水 を 導 く 孔 の 大 き さ は 限 定 さ れ な い 。
　 水 車 の 形 式 は 限 定 さ れ な い 。 ペ ル ト ン 水 車 （ 衝 動 水 車 ） 、 フ ラ ン シ ス 水 車 （ 反 動 水 車 ）
で も よ い 。
　 水 車 の 大 き さ は 限 定 さ れ な い 。 水 車 ラ ン ナ ー （ 羽 根 車 ） に 設 け ら れ る 羽 板 の 数 も 限 定 さ
れ な い 。 水 圧 を 受 け る 羽 板 の 面 積 も 限 定 さ れ な い 。
　 上 記 水 車 は 、 複 数 本 の 導 水 管 毎 に 設 け て も よ い し 、 １ 個 で も よ い 。
　 上 記 ダ イ ナ モ （ 発 電 機 ） か ら 発 電 さ れ る 電 気 エ ネ ル ギ ー の 発 電 量 は 限 定 さ れ な い 。 発 電
し た 電 気 エ ネ ル ギ ー は 、 コ ン バ ー タ な ど を 使 用 し て 直 流 ま た は 交 流 に し て も よ い 。
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上 記 船 首 側 の 両 側 部 の 孔 の 周 囲 に は 走 行 時 に 生 じ る 水 を こ の 孔 に 導 く 半 円 球 状 の 板



　 電 気 エ ネ ル ギ ー を 蓄 え る バ ッ テ リ ー の 蓄 電 容 量 も 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 船 舶 に は 、 船 首 か ら 船 尾 に か け て 導 水 管 が 配 設 さ れ て
い る 。 船 が 走 行 す る と 、 水 は 船 首 に 設 け ら れ た 各 孔 か ら 導 水 管 の 対 応 す る 船 首 側 部 分 に そ
れ ぞ れ 導 入 さ れ 、 そ の 後 に 船 尾 側 部 分 で 一 つ に な っ て 船 尾 ま で 流 れ て 排 出 さ れ る 。 そ し て
、 こ の 一 つ に な っ た 導 水 管 の 船 尾 側 部 分 を 流 れ る 水 で 、 船 尾 側 部 分 に 設 け ら れ た 水 車 の 水
車 ラ ン ナ ー （ 羽 根 車 ） を 回 す 。 こ れ に よ り 、 水 車 ラ ン ナ ー の 回 転 に よ る 機 械 エ ネ ル ギ ー を
発 生 す る こ と が で き る 。 ま た 、 ダ イ ナ モ （ 発 電 機 ） を 使 用 す れ ば 、 上 記 機 械 エ ネ ル ギ ー を
電 気 エ ネ ル ギ ー に 変 換 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 そ の 変 換 さ れ た 電 気 エ ネ ル ギ ー を 、 バ
ッ テ リ ー に 蓄 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 そ し て 、 バ ッ テ リ ー に 蓄 え た 電 気 エ ネ ル ギ ー を 、 船 舶 を 駆 動 さ せ る 駆 動 源 と し て 使 用 す
る こ と が で き る 。 例 え ば 、 バ ッ テ リ ー に 蓄 え た 電 気 エ ネ ル ギ ー を 使 用 し て 、 電 動 モ ー タ を
備 え た 船 外 機 な ど を 動 か す 駆 動 源 と し て 使 用 す る こ と が で き る 。 ま た 、 従 来 の バ ッ テ リ ー
（ 鉛 蓄 電 器 ） の 代 わ り に 、 そ の 電 源 を 使 用 し て ガ ソ リ ン エ ン ジ ン を 搭 載 し た 船 外 機 の 始 動
時 な ど の 電 源 と し て 使 用 す る こ と が で き る 。
　 さ ら に 、 導 水 管 の 船 首 側 部 分 は 、 全 長 に わ た っ て そ の 径 が 船 尾 に 向 か っ て 除 々 に 小 さ く
形 成 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 船 首 か ら 船 尾 に か け て 、 導 水 管 の 水 を 速 や か に 流 す こ と が
で き る 。 そ し て 、 船 尾 に 設 け ら れ た 水 車 の 水 車 ラ ン ナ ー を 効 率 よ く 回 転 さ せ 、 ダ イ ナ モ の
発 電 量 を 高 め る こ と が で き る 。
　 ま た 、 船 舶 は そ の 速 度 が 増 す に つ れ 、 船 首 に 受 け る 風 に よ っ て 、 船 体 の 船 首 側 が 持 ち 上
げ ら れ る 。 こ れ に よ り 、 船 首 側 部 分 か ら 水 を 導 入 し に く い 状 態 が 生 じ る お そ れ が あ る 。 そ
こ で 、 船 体 の 船 首 側 の 中 央 部 お よ び そ の 両 側 部 に は 、 垂 直 方 向 に 複 数 個 ず つ 並 ん で 孔 が 設
け ら れ て い る 。 こ れ に よ り 、 速 度 が 増 し 、 船 首 が 持 ち 上 げ ら れ て も 、 船 体 の 底 部 に 近 い 孔
か ら 水 を 導 水 管 に 導 き や す い 。
　 そ の 導 水 管 の 船 首 側 か ら 船 尾 ま で の 勾 配 は 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 上 記 バ ッ テ リ ー に は 、 風 力 発 電 機 で 発 電 さ れ た 電 気 エ ネ ル ギ
ー お よ び 太 陽 電 池 パ ネ ル で 得 ら れ た 電 気 エ ネ ル ギ ー が 蓄 え ら れ る 請 求 項 １ に 記 載 の バ ッ テ
リ ー 駆 動 式 船 舶 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 風 力 発 電 の 発 電 量 は 限 定 さ れ な い 。 ま た 、 太 陽 光 発 電 機 の 発 電 量 は 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の 発 明 に よ れ ば 、 通 常 の 走 行 時 に は 、 水 車 の 水 車 ラ ン ナ ー の 回 転 に よ り 発 電 し 、 得 ら
れ た 電 気 エ ネ ル ギ ー を バ ッ テ リ ー に 蓄 え る こ と が 可 能 で あ る 。 ま た 、 通 常 走 行 時 、 風 力 に
よ り プ ロ ペ ラ を 回 し 、 こ れ に よ り 得 ら れ た 電 気 エ ネ ル ギ ー を 上 記 バ ッ テ リ ー に 蓄 え る こ と
も で き る 。
　 し か し 、 始 動 時 ま た は ト ロ ー リ ン グ （ 流 し 釣 り ） 時 に は 、 水 車 ラ ン ナ ー か ら の 発 電 が 期
待 で き な い 。 そ こ で 、 始 動 時 ま た は ト ロ ー リ ン グ 時 に は 、 太 陽 電 池 パ ネ ル で 得 ら れ た 電 気
エ ネ ル ギ ー を 使 用 し て 、 電 動 モ ー タ や 船 外 機 を 始 動 す る こ と も で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 船 舶 に は 、 船 首 か ら 船 尾 に か け て 導 水 管 が 配 設 さ
れ て い る 。 船 の 走 行 時 、 水 が 船 首 に 設 け ら れ た 各 孔 か ら 導 水 管 の 対 応 す る 船 首 側 部 分 に そ
れ ぞ れ 導 入 さ れ 、 そ の 後 に 船 尾 側 部 分 で 一 つ に な っ て 船 尾 ま で 流 れ て 排 出 さ れ る 。 そ し て
、 こ の 一 つ に な っ た 導 水 管 の 船 尾 側 部 分 を 流 れ る 水 に よ り 、 船 尾 側 部 分 に 設 け ら れ た 水 車
の 水 車 ラ ン ナ ー を 回 す こ と が で き る 。 そ し て 、 水 車 ラ ン ナ ー を 回 す こ と に よ り 、 水 車 ラ ン
ナ ー の 回 転 に よ る 機 械 エ ネ ル ギ ー を 発 生 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 ダ イ ナ モ を 使 用 し て
、 機 械 エ ネ ル ギ ー を 電 気 エ ネ ル ギ ー に 変 換 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 そ の 変 換 さ れ た 電
気 エ ネ ル ギ ー を 、 バ ッ テ リ ー に 蓄 え る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ １ ４ 】
　 そ し て 、 バ ッ テ リ ー に 蓄 え た 電 気 エ ネ ル ギ ー は 、 船 舶 を 駆 動 さ せ る 駆 動 源 と し て 使 用 す
る こ と が で き る 。 例 え ば 、 バ ッ テ リ ー に 蓄 え た 電 気 エ ネ ル ギ ー を 使 用 し て 、 船 舶 を 動 か す
電 動 モ ー タ を 備 え た 船 外 機 を 動 か す 駆 動 源 と し て 使 用 す る こ と が で き る 。 ま た 、 従 来 の バ
ッ テ リ ー の 代 わ り に 、 そ の 電 源 を 使 用 し て ガ ソ リ ン エ ン ジ ン を 搭 載 し た 船 外 機 の 始 動 時 な
ど の 電 源 と し て 使 用 す る こ と が で き る 。
　 さ ら に 、 導 水 管 は 船 首 側 部 分 の 全 長 に わ た り 、 そ の 径 が 船 尾 に 向 か っ て 除 々 に 小 さ く 形
成 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 船 首 か ら 船 尾 に か け て 、 導 水 管 の 水 を 速 や か に 流 す こ と が で
き る 。 そ し て 、 船 尾 側 部 分 に 設 け ら れ た 水 車 の 水 車 ラ ン ナ ー を 効 率 よ く 回 転 さ せ 、 ダ イ ナ
モ の 発 電 量 を 高 め る こ と が で き る 。
　 ま た 、 船 体 の 船 首 側 の 中 央 部 お よ び そ の 両 側 部 に は 、 垂 直 方 向 に そ れ ぞ れ 複 数 個 ず つ 並
ん で 孔 が 配 設 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 船 の 速 度 が 増 し 、 船 首 に 受 け る 風 に よ っ て 、 船 首
が 持 ち 上 げ ら れ て も 、 船 体 の 底 部 に 近 い 孔 か ら 水 を 導 水 管 に 導 き や す い 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 、 こ の 発 明 の 第 １ の 実 施 例 を 図 １ ～ 図 ６ を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 本 実 施 例 で は 、 フ ィ ッ シ ン グ ボ ー ト を 使 用 し た バ ッ テ リ ー 駆 動 式 船 舶 に つ い て 説 明 す る
。
　 図 １ ～ 図 ３ に 示 す よ う に 、 フ ィ ッ シ ン グ ボ ー ト に は 、 水 を 船 首 か ら 導 き 、 そ の 水 を 船 尾
か ら 排 水 す る １ 本 の 導 水 管 １ １ が 、 船 体 １ ０ の 船 首 か ら 船 尾 に か け て 設 け ら れ て い る 。 導
水 管 １ １ は 、 剛 性 で か つ 対 錆 性 を 有 す る 素 材 で 形 成 さ れ て い る 。 例 え ば 、 プ ラ ス チ ッ ク （
塩 化 ビ ニ ル な ど の 合 成 樹 脂 ） で 形 成 さ れ て い る 。
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 船 体 １ ０ の 船 首 側 の 中 央 部 と そ の 両 側 部 と に は 、 導 水 管 １ １ の ３ 本
に 分 岐 し た 船 首 側 部 分 の 各 一 端 が 配 設 さ れ て い る 。 ま た 、 導 水 管 １ １ の 分 岐 し た 各 船 首 側
部 分 の 他 端 は 、 導 水 管 １ １ の １ 本 に ま と ま っ た 船 尾 側 部 分 に そ れ ぞ れ 連 通 さ れ て い る 。 船
首 側 の ３ 本 の 導 水 管 １ １ は 、 そ の 途 中 で ま と ま り １ 本 の 導 水 管 １ １ と な る 。 そ し て 、 導 水
管 １ １ の 船 尾 側 部 分 は 、 水 車 ラ ン ナ ー １ ２ を 介 し て 、 船 尾 の 排 水 孔 と 連 通 し て い る 。
　 ま た 、 導 水 管 １ １ は 、 船 首 側 よ り 船 尾 側 が 船 体 １ ０ の 低 い 位 置 に 存 在 す る よ う に 配 設 さ
れ て い る 。 す な わ ち 、 導 水 管 １ １ は 、 船 首 か ら 船 尾 ま で 所 定 勾 配 を 有 し て 配 設 さ れ る 。
　 さ ら に 、 導 水 管 １ １ の 船 首 側 部 分 の 径 は 、 船 首 側 よ り 船 尾 側 が 小 さ く 形 成 さ れ て い る 。
そ の 径 は 、 例 え ば 、 船 首 側 が 略 １ ０ ０ ｍ ｍ の 大 き さ で 、 船 尾 側 が 略 ６ ０ ｍ ｍ の 大 き さ を 有
し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 次 に 、 水 車 に つ い て 説 明 す る 。 船 体 １ ０ の 船 尾 側 部 分 の 底 部 に は 、 水 車 が 配 設 さ れ て い
る 。 そ の 水 車 の 形 式 は 、 例 え ば 、 ペ ル ト ン 水 車 が 使 用 さ れ る 。 そ の 水 車 の 水 車 ラ ン ナ ー １
２ （ 羽 根 車 ） は 、 そ の 周 方 向 に 所 定 間 隔 を 有 し て 複 数 個 の 水 か き 用 の 羽 板 を 備 え て い る 。
そ の 水 車 の 大 き さ は 、 船 舶 の 船 体 １ ０ の 大 き さ に よ っ て 決 定 さ れ る 。 ま た 、 羽 板 の 数 は 、
船 舶 に 大 き さ に よ っ て 決 定 さ れ る 。 ま た 、 水 圧 を 受 け る 羽 板 の 面 積 も 船 舶 の 大 き さ に よ っ
て 決 定 さ れ る 。 こ れ ら の 羽 板 お よ び 面 積 に よ り 、 回 転 数 が 決 定 さ れ る 。
　 水 車 ラ ン ナ ー １ ２ は 、 略 箱 形 状 の 水 槽 ２ ４ の な か に 配 設 さ れ る 。 そ の 水 槽 ２ ４ の 船 首 側
の 側 面 に は 、 導 水 管 １ １ の 船 尾 側 部 分 の 船 首 側 が 連 結 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 水 車 ラ ン ナ
ー １ ２ は 、 水 槽 ２ ４ の な か で 、 船 首 か ら 導 水 管 １ １ を 流 れ た 水 が そ の 羽 板 を 当 接 す る よ う
に 配 設 さ れ て い る 。
　 水 槽 ２ ４ の 船 尾 側 の 側 面 側 に は 、 水 車 ラ ン ナ ー を 当 接 し た 後 の 水 が 流 れ る よ う に 、 排 水
口 ２ ５ が 設 け ら れ る 。 そ し て 、 そ の 排 水 口 ２ ５ か ら 船 尾 の 排 水 孔 １ ６ ま で 導 水 管 １ １ の 船
尾 側 部 分 の 船 尾 側 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 次 に 、 ダ イ ナ モ １ ３ に つ い て 説 明 す る 。 船 体 １ ０ の 船 尾 側 に は 、 上 記 水 車 ラ ン ナ ー １ ２
の 回 転 軸 と 連 結 さ れ 、 そ の 水 車 ラ ン ナ ー １ ２ の 回 転 を 電 気 エ ネ ル ギ ー に 変 換 す る ダ イ ナ モ
１ ３ が 配 設 さ れ て い る 。 そ の ダ イ ナ モ は 、 上 記 水 車 ラ ン ナ ー の 回 転 に 伴 い 、 所 定 電 圧 、 所
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定 電 力 の 電 気 エ ネ ル ギ ー に 変 換 し て 発 電 す る も の で あ る 。
　 図 １ に 示 す よ う に 、 船 体 １ ０ に は 、 上 記 水 車 と は 別 に 、 風 力 発 電 機 お よ び 太 陽 電 池 パ ネ
ル ２ ２ が 設 け ら れ る 。 船 体 の 船 室 （ キ ャ ビ ン ） の 屋 根 に は 、 風 力 発 電 機 用 の プ ロ ペ ラ ２ １
が 配 設 さ れ る 。 そ し て 、 風 力 で 回 転 す る プ ロ ペ ラ ２ １ の 機 械 エ ネ ル ギ ー を 電 気 エ ネ ル ギ ー
に 変 換 す る 第 ２ の ダ イ ナ モ ２ ３ が 設 け ら れ る 。
　 ま た 、 船 室 の 屋 根 に は 太 陽 電 池 パ ネ ル ２ ２ が 配 設 さ れ て い る 。 な お 、 太 陽 電 池 パ ネ ル ２
２ は 、 船 室 の 屋 根 の 限 定 さ れ ず 、 太 陽 光 を 受 け や す い 場 所 に 設 置 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 そ し て 、 船 体 １ ０ に は 、 上 記 ダ イ ナ モ １ ３ で 発 電 し た 電 気 エ ネ ル ギ ー を 蓄 え る バ ッ テ リ
ー １ ４ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 こ の バ ッ テ リ ー １ ４ は 、 上 記 風 力 発 電 用 の プ ロ ペ ラ ２ １
の 回 転 に よ り 得 ら れ た 電 気 エ ネ ル ギ ー を 蓄 え る こ と も で き る 。 さ ら に 、 上 記 太 陽 電 池 パ ネ
ル ２ ２ で 受 光 し て 得 ら れ た 電 気 エ ネ ル ギ ー を 蓄 え る こ と も で き る 。 水 力 、 風 力 ま た は 太 陽
光 の 切 り 換 え は 、 図 示 し な い ス イ ッ チ 回 路 に よ り 行 っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 次 に 、 本 願 発 明 に 係 る 船 舶 の バ ッ テ リ ー 駆 動 法 に つ い て 説 明 す る 。
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 船 が 走 行 す る と 、 水 は 船 首 に 設 け ら れ た 導 水 孔 １ ５ か ら 導 水 管 １ １
に 導 入 さ れ る 。 そ の 導 水 管 １ １ に 導 入 さ れ た 水 は 船 尾 ま で 流 れ 、 船 尾 に 設 け ら れ た 排 水 孔
１ ６ か ら 船 体 １ ０ の 外 に 排 出 さ れ る 。
　 船 体 １ ０ の 両 側 面 の 導 水 孔 １ ５ の 周 囲 に は 、 半 円 球 状 の 板 １ ７ が そ れ ぞ れ 設 け ら れ て い
る 。 こ の 半 円 球 状 の 板 １ ７ に よ り 、 走 行 時 の 潮 の 流 れ か ら 生 じ る 水 を 導 水 孔 １ ５ に 導 き や
す く な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 記 導 水 管 １ １ は 、 船 首 側 よ り 船 尾 側 が 船 体 １ ０ の 下 方 に 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 導 水
管 １ １ の 船 首 側 部 分 は 、 そ の 径 の 大 き さ が 船 首 側 か ら 船 尾 側 に 向 か っ て 先 細 り に 形 成 さ れ
て い る 。
　 図 ４ の グ ラ フ に 示 す よ う に 、 船 首 側 の 圧 力 、 船 首 側 の 流 速 、 あ る 基 準 位 置 か ら の 船 首 側
の 位 置 を そ れ ぞ れ ｐ １ 、 υ １ 、 ｈ １ と す る 。 ま た 、 船 尾 側 の 圧 力 、 船 尾 側 の 流 速 、 あ る 基
準 位 置 か ら の 船 尾 側 の 位 置 を そ れ ぞ れ ｐ ２ 、 υ ２ 、 ｈ ２ と す る 。 船 体 １ ０ の 導 水 管 １ １ を
流 れ る 水 に は 、 次 の 式 を 満 た す ベ ル ヌ ー イ の 定 理 が 働 く 。
　 　 　 　 ｇ ｈ １ ＋ ｐ １ ／ ρ ＋ υ １

２ ／ ２ ＝ ｇ ｈ ２ ＋ ｐ ２ ／ ρ ＋ υ ２
２ ／ ２

　 こ こ で 、 ｇ は 重 力 加 速 度 （ ｍ ／ ｓ ２ ） 、 ρ は 密 度 （ ｋ ｇ ／ ｍ ３ ） で あ る 。
　 導 水 管 １ １ の 船 首 側 の 径 と 導 水 管 １ １ の 船 尾 側 の 径 と が 同 じ と き 、 船 尾 側 が 船 首 側 よ り
低 い 位 置 に あ る と 、 船 尾 側 の 水 の 流 速 が 船 首 側 の そ れ よ り も 増 す 。
　 ま た 、 基 準 位 置 か ら の 導 水 管 １ １ の 船 首 側 の 位 置 と 導 水 管 １ １ の 船 尾 側 の 位 置 と が 同 じ
と き 、 導 水 管 １ １ の 船 尾 側 の 径 の 大 き さ が 導 水 管 １ １ の 船 首 側 の 径 の 大 き さ よ り 小 さ い と
、 船 尾 側 の 水 の 流 速 が 船 首 側 の そ れ よ り も 増 す 。
　 こ れ に よ り 、 船 首 か ら 船 尾 に か け て 導 水 管 １ １ の 水 の 流 れ を よ く す る こ と が で き る と と
も に 、 船 尾 側 の 水 の 流 速 を 増 す こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 船 尾 側 に 設 け ら れ た 水 車 ラ ン
ナ ー の 羽 板 へ の 水 の 当 接 力 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 そ し て 、 こ の 導 水 管 １ １ に 流 れ る 水 で 、 船 尾 に 設 け ら れ た 水 車 ラ ン ナ ー １ ２ を 回 す 。 す
な わ ち 、 導 水 管 １ １ か ら 導 か れ た 水 が 水 車 ラ ン ナ ー １ ２ の 羽 板 に 当 設 す る 。 こ れ に よ り 、
水 車 ラ ン ナ ー １ ２ を 所 定 の 回 転 数 で 回 し 、 そ の 回 転 で 機 械 エ ネ ル ギ ー を 発 生 す る こ と が で
き る 。
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 導 水 管 １ １ の 分 岐 し た ３ 本 の 船 首 側 部 分 は 船 尾 側 部 分 に 達 し た と こ
ろ で １ 本 に ま と ま っ て い る 。 そ し て 、 導 水 管 １ １ の １ 本 と な っ た 船 尾 側 部 分 に 水 車 ラ ン ナ
ー １ ２ が 配 設 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 導 水 管 １ １ の 各 船 首 側 部 分 に 流 れ る 水 が 一 つ に な
り 、 船 首 側 の 水 流 が １ 本 の み 導 水 管 １ １ が 配 設 さ れ た 場 合 よ り も 増 大 す る 。 こ れ に よ り 、
水 車 ラ ン ナ ー １ ２ の 羽 板 を 回 す 当 接 力 を 増 大 さ せ る こ と が で き る 。
　 ま た 、 ダ イ ナ モ １ ３ を 使 用 す れ ば 、 機 械 エ ネ ル ギ ー を 電 気 エ ネ ル ギ ー に 変 換 す る こ と が
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で き る 。 さ ら に 、 そ の 変 換 さ れ た 電 気 エ ネ ル ギ ー を 、 バ ッ テ リ ー １ ４ に 蓄 え る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 そ し て 、 バ ッ テ リ ー １ ４ に 蓄 え た 電 気 エ ネ ル ギ ー を 、 船 舶 を 駆 動 さ せ る 動 力 限 と し て 使
用 す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 バ ッ テ リ ー １ ４ に 蓄 え た 電 気 エ ネ ル ギ ー を 使 用 し て 、 船
舶 を 動 か す 電 動 モ ー タ を 動 か す 駆 動 源 と し て 使 用 す る こ と が で き る 。 ま た 、 従 来 の バ ッ テ
リ ー （ 鉛 蓄 電 池 ） の 代 わ り に 、 そ の 電 源 を 使 用 し て ガ ソ リ ン エ ン ジ ン を 搭 載 し た 船 外 機 の
始 動 時 な ど の 電 源 と し て 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 上 述 の よ う に 、 通 常 の 走 行 時 、 バ ッ テ リ ー １ ４ に は 水 車 ラ ン ナ ー １ ２ の 回 転 に よ り 得 ら
れ た 電 気 エ ネ ル ギ ー を 蓄 え る こ と が 可 能 で あ る 。 ま た 、 船 室 の 屋 根 に 設 け ら れ た プ ロ ペ ラ
２ １ が 風 力 に よ り 回 転 し 、 こ の 回 転 に よ り 得 ら れ た 電 気 エ ネ ル ギ ー を 蓄 え る こ と が 可 能 で
あ る 。
　 し か し 、 始 動 時 ま た は ト ロ ー リ ン グ （ 流 し 釣 り ） 時 に は 、 水 車 ラ ン ナ ー １ ２ か ら 水 車 の
回 転 数 が 低 く 、 得 ら れ る 電 気 量 も 小 さ く て 期 待 で き な い 。 ま た 、 風 力 発 電 の 場 合 も 同 様 で
あ る 。
　 そ こ で 、 始 動 時 ま た は ト ロ ー リ ン グ 時 に は 、 太 陽 光 に よ り 得 ら れ た 電 気 エ ネ ル ギ ー を 蓄
え る 。 そ し て 、 好 天 時 に お い て 、 太 陽 光 発 電 で 得 ら れ た 電 気 エ ネ ル ギ ー を バ ッ テ リ ー １ ４
に 蓄 え て お き 、 そ の 蓄 え た 電 気 エ ネ ル ギ ー を 始 動 時 ま た は ト ロ ー リ ン グ 時 の 船 舶 の 駆 動 用
と し て 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 次 に 、 船 舶 が 速 度 を 増 し た と き の 導 水 に つ い て 図 ５ ～ 図 ７ を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 船 体 １ ０ が 速 度 を 増 し て 走 行 す る と 、 船 体 １ ０ の 船 首 が 上 方 に 持 ち
上 げ ら れ る 現 象 が 生 じ る 。 こ れ に よ り 、 船 首 側 に 設 け ら れ た 導 水 孔 １ ５ か ら 導 水 管 １ １ に
水 を 導 入 し に く く な っ て し ま う 。
　 そ こ で 、 図 ６ お よ び 図 ７ に 示 す よ う に 、 上 記 船 体 １ ０ の 船 首 側 の 中 央 部 お よ び そ の 両 側
部 に は 、 上 記 導 水 管 １ １ に 導 く 導 水 孔 １ ５ が 船 体 １ ０ の 垂 直 方 向 に 複 数 個 並 ん で 配 設 さ れ
て い る 。 こ れ に よ り 、 船 舶 の 速 度 が 増 し 、 船 首 側 が 上 方 に 持 ち 上 げ ら れ て も 、 垂 直 方 向 に
設 け ら れ た 複 数 個 の 導 水 孔 １ ５ の う ち 、 底 部 に 近 い 導 水 孔 １ ５ か ら 水 を 導 入 す る こ と が で
き 、 水 車 ラ ン ナ ー を 回 し て 発 電 す る こ と が で き る 。
　 一 方 、 水 が 導 入 さ れ な い 上 方 の 導 水 孔 １ ５ か ら は 、 走 行 時 の 風 力 を 導 水 管 １ １ に 導 入 し
て 、 こ の 風 力 を 使 用 し て 風 力 発 電 機 の プ ロ ペ ラ （ 屋 根 に 設 け ら れ た プ ロ ペ ラ ２ １ と は 別 ）
を 回 し 、 風 力 発 電 と す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 実 施 例 １ に 係 る バ ッ テ リ ー 動 駆 式 船 舶 の 全 体 構 成 を 示 す 斜 視 図 で あ る
。
【 図 ２ 】 こ の 発 明 の 実 施 例 １ に 係 る バ ッ テ リ ー 駆 動 式 船 舶 の 全 体 構 成 を 示 す 側 面 図 で あ る
。
【 図 ３ 】 こ の 発 明 の 実 施 例 １ に 係 る バ ッ テ リ ー 駆 動 式 船 舶 の 全 体 構 成 を 示 す 平 面 図 で あ る
。
【 図 ４ 】 こ の 発 明 の 実 施 例 １ に 係 る 導 水 管 の ベ ル ヌ ー イ の 定 理 を 説 明 す る グ ラ フ で あ る 。
【 図 ５ 】 従 来 に 係 る バ ッ テ リ ー 駆 動 式 船 舶 の 走 行 時 の 状 態 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 こ の 発 明 の 実 施 例 １ に 係 る バ ッ テ リ ー 駆 動 式 船 舶 の 走 行 時 の 状 態 を 示 す 側 面 図 で
あ る 。
【 図 ７ 】 こ の 発 明 の 実 施 例 １ に 係 る バ ッ テ リ ー 駆 動 式 船 舶 の 船 首 側 の 構 成 を 示 す 正 面 図 で
あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 １ ０ 　 船 体 、
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　 １ １ 　 導 水 管 、
　 １ ２ 　 水 車 ラ ン ナ ー （ 水 車 ） 、
　 １ ３ 　 ダ イ ナ モ 、
　 １ ４ 　 バ ッ テ リ ー 、
　 １ ５ 　 導 水 孔 、
　 １ ６ 　 排 水 孔 。
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